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本報告書 は、 日本 自転車振興会 か ら競輪 収益 の一部であ る機械工 業振興

資金 の補助を受 けて作成 した ものであ る。



序

データベースは、わが国の情報化 の進展上、重要 な役割 を果たす もの と期待 されてい

る。今後 、データベー スの普 及によ り、わが国 において健全な高度情報化社会 の形成が

期待 され る。 さらに海 外 に対 して提供可能 なデー タベー スの整備 は、国際 的な情報化 へ

の貢献 および自由な情 報流通 の確保 の観 点か らも必要 であ る。 しか しなが ら、現在 わが

国で流通 してい るデー タベー スの中でわが国独 自の ものは1/4に す ぎないのが現状 で

あ り、わが国デー タベー スサー ビスひいてはバ ランスあ る情報産業の健全 な発展 を図 る

ため には、わが国独 自のデー タベー スの構築 およびデータベース関連技術 の研究 開発を

強力 に促進 し、デ ータベースの拡充 を図 る必要が ある。,

この よ うな要 請 に応 え るた め、(財)デ ー タベース振興 セ ンターで は日本 自転車振興

会か ら機械 工業 振興 資金 の交付 を受 けて、データベー スの構築 および技術開発 につ いて

民間企業、団体等 に対 して委託事業 を実施 してい る。委託 事業 の内容 は、社会的 、経済

的、国際的 に重要で 、また地域 および産業 の発展 の促進 に寄与す ると考 え られて い るデ

ータベースの構築 とデー タベース作成の効率化、流通 の促進、利 用の円滑化 ・容易化 な

どに関係 したソフ トウェア技術 ・ハー ドウェア技術で ある。

本事業 の推進 に当 た って、当財団 に学識経験者 の方 々で構成 され るデータベー ス構築

・技術開発促進委員会(委 員長 東京工科大学教授 西野博二氏)を 設置 してい る。

この 「意味情報 を中核 と した医療評価 データベー スとコ ミュニケー ションシステムの

構築」 は平成元年度 のデー タベースの構築促進 および技術開発促進事業 と して、当財団

が(株 〉 コン ピュー タコ ンビニエ ンスに対 して委託実施 した課題 の一つであ る。 この成

果が、デー タベース に興味をお持 ちの方々や諸分野の皆様方 のお役 に立てば幸 いで ある。

なお、平成元年度 デー タベー スの構築促進 および技術開発促進事業で実施 した課題は

次表 の とお りである。

平成2年3月

財 団 法 人 デー タベ ー ス振 興 セ ンタ ー



平成 元年 度 デー タベー ス構築 ・技術開発 促 進委 託課題

分 野 課 題 名

1気 候 情 報 デ ー タベ ー スの構 築

2電 磁波環境 障害 に関す るデータベー スの構築

3災 害情報 シソー ラスの構築

4意 味 情 報 を 中核 と した医 療評 価 デ ー タベ ー ス と コ ミュ ニ ケー シ

社 会 ヨン シ ステ ムの構 築

5ハ ンデ ィキ ャ ップパ ー ソ ンの情報 ニー ズに即 した ライ フサ ポー

トデ 一 夕ベ ー ス の構 築

6博 物 館 情 報 デ ー タベ ー ス システ ム の構 築

7中 央省庁で の電子計算機利用に関す る報告書 のデータベー ス化

8沖 縄地域 にお ける文化情報 データベースの構築

地域活性化 9九 州地域 の人材情報 デー タベー ス構築 に関す る調査研究

10高 岡市 商 圏 デー タベ ー スの構 築

中小企業振興 11地 域 の物 産 ・人 材 ・文 化 情報 のデ ー タベ ー ス構 築 と新 しい地 域

間交流推進に関する調査研究

地 図 12マ ル チ メデ ィア型 地 図 デ ー タベ ー ス構 築 の た め の調 査 研 究

エネルギ ー・資 源 13燃 焼技術 と燃焼装置設計 のデータベース作成

14技 術 支援 システムにおけ る産業機械部品 デー タベー スの構築

部品 ・材料 15マ イ ク ロ コ ン ピュー タの プ ロ グラマ ブル 周辺 デ バ イ スの デ ー タ

ベ ー ス構 築

標 準 化 16イ オ ン ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー ・デ ー タ ベ ー ス の 構 築

17CD-ROMマ ル チ メ デ ィ ア デ ー タ フ ォ ー マ ッ トの 調 査

海 外 18デ ー タベ ー ス構築 の た め の ター ミノ ロ ジー の調 査 研 究

19異 種 デ ー タか ら構成 され るデ ー タベ ー スの総 合 的処 理 技 術 に関

技 術 する調査研究

20バ イ ナ リモ デ ル に基 づ く先 端 的文 書 検 索 シス テ ム の開 発
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1.研 究開発 の 目的 と内容

1.1目 的 と経 過

医療 や健 康 回 復 の本 質 は 、 「自分 の健 康 を 自分 で管 理 す る」 こ と に よ り 「日常 生 活 を

リズ ミカル にす す め る」 こ とで あ る。

そ れ に もか か わ らず 、現 在 の我 が 国 の健 康 管理 にっ いて の風潮 お よび 医療 シ ステ ムは、

次第 に これか ら遊離 し、逆 に 「自分 の健 康 を他者 にゆ だね る」結 果 とな って い る。

そ の た め 、不 健康 を指 摘 す る医 療 従 事 者 と、不 健 康 を指 摘 され た 時 の み 自分 の健 康 を

意 識 す る患 者 との 間 に コ ミュ ニ ケ ー シ ョンギ ャ ップが生 じ、健 康 管理 の本 来 の あ り方 と

か け離 れ た状 況 を招 来 して い る 、 と言 って も過言 で は な い。

しか しな が ら、急 速 な高 齢 化 社 会 の到 来 、 社会 の様 々 な分 野 にお け る ス トレ スの増 大

等 、 これ か らの 我 が 国 の 医療 を取 り巻 く環 境 を考 え る と き、再 び 「自分 の健 康 は 自分 で

管 理 す る」 とい う原 点 へ の回 帰 が必 要 と され て い る。

本 事業 に お いて構 築 を 目指 す デ ー タベ ー ス シス テ ムは 、 この よ うな 医療 の原 点 を踏 ま

えて 、 ホ ロニ ックな健 康 観(SevenSeeds)を も とに して 、 自分(ユ ー ザ ー)が 自分 の

健 康 を 管理 す る こ とを支 援 す る ツー ル で あ り、基 本 的 に次 の コ ンセ プ トよ り成 る もの で

あ る。

表1-1本 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 基 本 コ ン セ プ ト

(ユ ー ザ ー) →

デー タ ベ ー スを使 って い る う ちに

そ こに蓄 積 ・生成 され る情 報 か ら

自分 の健 康 や 疾病 の状 態 を 、 物理

↑ レベ ル 、生 理 レベ ル 、 心理 レベ ル ↓

社会 レベ ル を含 め て 自覚 的 に把 握

し、 自分 で 自分 の 健康 を 管理 す る

ことが で きる

　

(自 己管理 の回路)

→(ア ドバ イ ザ ー)

ユーザーが健康情報 を解釈で き

ない場 合に、その解釈 につ いて

ア ドバ イスを行 ない、健康管理

について指導 をす る ↓

　

(ア ドバ イ ス ・指 導 の 回路)

1



本 デ ー タベ ー スの ユ ー ザ ー は、最 初 は ア ドバ イ ス ・指導 の回 路 に頼 って い て も、次 第

に 自己 管理 の 回 路 を学 習 し、 強化 す る こ とに よ って 、 心 身 お よ び生活 の 自己管 理 を行 な

い、健 康 の 自 己管 理 を実 現 す る ことが で きる。

我々 は 「昭和63年 度 デー タベー ス構築促進及 び技 術開発委託事業 」によ り、医療 や

健康回復 の本質 を実現 す るための対話型 データベー スの構築 を目的 と して 、① ホ ロン的

健康観 にもとず く 「健康 の 自己管理モデル」 の概念設計 、②身体言語 パ ラメー タ(入 力

データ)セ ンシング システムの製作仕様書作成、③ データベース構築 に係 わ る各種 の調

査 を完了 した。

今年 度 は 、 前 年 度 の成 果 の上 に立 ち、 そ こで提 唱 した 「健 康 の 自己管 理 モ デ ル」

(図1-1)を コ ン ピュー タ シス テ ム と して 実 現 す るた め に 、以 下 の作 業 を行 な った。

(1)「 健 康 の 自 己管 理 モ デ ル」 の 中核 を構 成 す る次 の機 能 の コ ンセ プ トメー キ ン グを

行 な った 。

① 能 面(小 面)を 用 いて 、 ユ ーザ ー の非 言 語 的表 現 を デ ー タ化 す る機 能 。(心 理

レベ ル の デ ー タ)

② 脈 拍 の1/fゆ ら ぎな らび にそ の構 造 を解 析 し、身 体 言 語 パ ラ メー タ と して デ ー

タ化 す る機 能 。(生 理 レベ ルの デー タ)

③ 健 康/生 活 パ ター ンを デ ー タ化 す る機 能 。

(2)上 記 コ ン セ プ トを具 体 的 な システ ム と して 構築 す るた めの 調査 ・分 析 、機 器 の開

発 ・借 入 、 中 核 部 分 の ソフ トウエ ア の開発 を行 な った。

① 能 面(小 面)の ス ラ イ ドを作 成 し、20代 、30代 、40代 、50代 の 健 康 な

成 人 の非 言 語 的表 現 にっ いて 調 査 を行 な った。

② 脈 波 を 抽 出 して そ の ア トラク ター を解 析 、 表 示 す る機 器 お よ び ソ フ トウ エ アを

開 発 し、健 康 な成 人 を対 象 にデ ー タ収 集 お よび解 析 を行 な った。

③ 健 康/生 活 パ ター ンの一 部 を抽 出す るた め の調 査 を行 な った 。

(3)能 面 に よ る非 言 語 的 デー タ と脈 拍 の デ ー タ か ら得 られ た カ オ ス ア トラク ター に よ

る心 身 状 態 の分 類 に成 功 した 。

(4)上 記 の調 査 お よ び 実験 の成 功 を通 じて実 デ ー タ を収 集 し、分 析 す る と と もに デー

タベ ー ス化 を行 な った。
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図1-1健 康 の 自 己 管 理 モ デ ル
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以 上 の実 績 を踏 ま え て 、第3年 目 に あた る次年 度 は 、 デ ー タ の 蓄積 を継 続 す る と と も

に 、2～3の 病 院 を フ ィー ル ドと して選 出 し、本 シス テ ムの試 行(テ ス トラ ン)を 行 な

う予 定 で あ る。

1.2実 施 体制

本調査 ・研究 においては、昨年度 に引続 き以下 のメンバーによ る委 員会 を設 置 し、国

立肥前療養所 の協力を得 て、上記 目的に沿 った調査 ・研究 活動 を実施 した。

(委 員 長)

(委 員)

(事 務 局)

田原 孝

清水 博

津田一郎

内村英幸

清岡佳子

日野丈夫

野藤泰昇

岩永浩明

寒苦和実

砥綿はるみ

石原由紀子

国立肥前療養所 医療情報室長 ・医師

東京大学 薬学部 教授

九 州工業大学 情報工学部知能情報工学科 助教授

国立肥前療養所 所長 ・医師

国立肥前療養所 付属看護学校 教育主事

能面打師(玄 鶴)

株 式会 社 コ ン ピュ ー タ コ ン ビニ エ ンス

株 式会 社 コ ン ピュ ー タ コ ン ビニ エ ンス

株 式会 社 コ ン ピュ ー タ コ ン ビニ エ ンス

株 式会 社 コ ン ピュ ー タ コ ン ビニ エ ンス

株 式会 社 コ ン ピュ ー タ コ ン ビニ エ ンス

代表取締役

技術課長

技術課

技術課
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1.3実 施 内容

先 述 の 目的 に 沿 って下 記 の とお り委 員 会(作 業 委 員 会 を含 む)を 開催 した。 また 、 こ

れ と並 行 して機 器 の開 発 、 プ ロ グ ラム作 業 、 デー タ収 集 等 を進 め るた め の ワー キ ング ク

ル ー プを編 成 し、作 業 を行 な った。

(1)第1回 委 員 会(作 業 委 員 会)

月 日:平 成 元 年7月28日(金)

場 所:株 式 会 社 コ ン ピ ュー タ コ ン ビニ エ ン ス

内 容:昨 年 度 に引 続 き、本 事 業 に 対 し(財)デ ー タ ベー ス振 興 セ ンター 殿 か らの

助 成 を得 る こと が決 定 した た め 、今 年 度 の作 業 方 針 に っ いて 議 論 と確 認 を

行 な った。

1)昨 年 度 の概 念 設 計 を踏 まえ て 、 シ ステ ム製 作 作 業 を中 心 とす る。

2)今 年 度 は次 の作 業 を 具 体 的 に進 め た い。

① 非 言 語 的 表 現 デ ー タ(心 理 レベ ル)の 抽 出 と解 析 。

② 脈 拍 と そ の ゆ らぎデ ー タ(生 理 レベ ル)の 抽 出 と解 析 。

③ そ れ らの デー タベ ー ス化 と シス テ ム に お け る特 徴 抽 出系 の解析 。

(2)第2回 委員会(作 業委員会)

月 日:平 成元年8月2日(水)

場 所:日 野丈夫(玄 鶴)氏 宅

内 容:1)田 原委員 長 よ り今年度事業 において、非言語 的表現 デー タ(心 理 レベル)

を抽 出す る方法 と して、能面(小 面=コ オモテ)を 使用 したいむね説明

し、各種の質問を した。

2)専 門家であ る日野丈夫(玄 鶴)氏 の感触 では、か な りむずか しい作業 で

あろ うが不可能ではない として、種 々のア ドバイスを得た。

(3)第3回 委 員 会(全 体 委員 会)

月 日:平 成 元 年8月8日(火)

場 所:株 式会 社 コ ン ピュー タ コ ン ビニ エ ンス

内 容:1)事 務 局 よ り、 昨年 度 に 引続 い て(財)デ ー タベ ー ス振 興 セ ンター(DPC)
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殿 よ り助 成 を受 けて 研究 開 発 を実 施 す る こ とにな った ことを報 告 した。

2)昨 年 度 作 業 の経 過 と結 果 、3年 計 画 に お け る本年 度 作 業 の位 置 付 け 、 こ

れ ま で の 作業 委 員 会 の内容 等 が報 告 され 、 それ を 中心 に デ ィス カ ッ シ ョ

ンを行 な った。

3)そ の結 果 、次 の よ うに決定 した。

① 非 言 語 的表 現 デ ー タ(心 理 レベ ル)と 脈 拍 とそ のゆ ら ぎデー タ(生 理

レベ ル)に つ い て は、 作業 委 員 会 の提 案 通 りに実 行 す る。

② ゆ ら ぎ の解 析 に はFFT(高 速 フー リエ変 換)シ ス テ ムが不 可 欠 で あ

り、 非 常 に高価 な もので あ る。 そ れ を購 入 す るか 、 一部 を内 部 で開 発

す るか につ いて は 、 ワー キ ング グル ー プ で早 急 に結 論 を 出す 。

(4)第4回 委員会(作 業委員会)

月

場

内

日:平 成 元 年8月17日(木)

所:日 野委 員 宅

容:1)非 言 語 的 表 現 デー タ(心 理 レベ ル)収 集 の た め の基 礎 知 識 と して 、小 面

(コ オ モ テ)の 形 式 表現 に関 す る調 査 を行 な い、 次 の知 識 を得 た 。

① 小 面 は 中 間表 情(い わ ゆ る 「中性 」)が 基 本 で あ る。

② 従 って 、厳 密 な形 式 表現(例 え ば歓 、笑 、悲 、苦 、 怒 、驚 、 嫌 、 蔑 等)

は存 在 せ ず 、見 る人 の 解釈(心 理 状 態 を 含 む)に 任 せ られて い る。

③ あ え て形 式 表 現 を分 類 す れ ば、 次 の3っ に な る。

1.中 間 表情(す べ ての 表情 を含 む)

2.照 る(歓 、笑 な どに対応 す る よ うで あ る)

3.曇 る(悲 、苦 な どに対応 す る よ うで あ る)

④ そ の他 の細 か い表 情 は、見 る人 の解 釈 に よ る。

2)上 記 の4つ の表 現 形 式 に対応 す る写真 を撮 り、表 現 形 式 と、 そ れ を見 た

人 の心 理 状 態(主 観)の 対応 を調 べ る こ とに した。 。

(5)第5回 委員 会(作 業 委員 会)

月 日:平 成 元 年8月21日(月)

場 所:株 式 会 社 コ ン ピュー タ コ ン ビニエ ンス

内 容:第4回 委 員 会 を 受 け て 、次 の作業 ス ケ ジュー ルを決 定 した。
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1)非 言 語 的表 現 デー タ の収 集 につ い て

① 小 面 の写 真 を撮 り、 これを ス ラ イ ド化 す る。

② まず 肥 前 療 養 所 看 護 学 生 を 対 象 に調 査(デ ー タ収 集)を 行 な う。

この時 、心 理 テ ス ト(YGテ ス ト)を 併 用 す る。

③ 本 シ ス テム は 、 当 面 、 ス ライ ドと コ ン ピュー タ と連 動 させ る構 成 と し、

写 真 や グ ラ フを デ ィス プ レー上 に出 す こ とは しな い。

2)脈 拍 とそ の ゆ ら ぎデ ー タ の収 集 に つ いて

① メー カー か らFFTア ナ ライザ ー を借用 し、 当社 で開 発 した 身体 言 語

パ ラメ ー タ セ ン シ ング システ ム と結 合 して 測定 す る。

② 測 定 結 果 が1/fゆ ら ぎに な るか ど うか を調 べ る。

(6)第6回 委 員 会(作 業 委 員 会)

月 日:平 成元 年8月29日(火)

場 所:株 式会 社 コ ン ピ ュー タ コ ン ビニ エ ンス

内 容:1)脈 拍 、脈 圧 の 測定 法 にっ いて その 条 件等 を決 定 した。

2)メ ー カー よ り借用 した シグナ ル ア ナ ラ イザ ー(FFT:SA-77)を 使 用

して 、脈 拍 、 脈圧 の1/fゆ らぎを 測定 した 。

3)そ の結 果 、 次 の こ とが 分 った。

① 当 社 で 開 発 した セ ン シ ング シ ステ ム、脈 波 、 そ の ゆ ら ぎ、脈 拍 数 に関

して 、 リア ル タ イ ムで 安定 した検 出能 力 を持 つ こ とが分 った。

②1/f、1/f2ゆ ら ぎ(1/fnゆ ら ぎ)が リアル タ イ ムで測 定 で きた。

③1/fゆ ら ぎの存 在 に関 して 、次 の こ とが 分 った 。

1.～0.1Hz以 下 の周 波 数 で 出現 す る。

2.こ れ には 個 人差 が な い よ うで あ る。

④ 安 静 、 気持 が 落着 く、集 中す る と1/fn(n≦2)→1/fゆ ら ぎへ と、

時 間 と と も に移 行 す るよ うで あ る。

⑤1/fに 移 行 した 後 のゆ らぎ(ゆ らぎ のゆ ら ぎ)が 存 在 す る よ うで あ る。

⑥ この移 行 時 間 や 「ゆ らぎの ゆ ら ぎ」 は、 個 人差 、心 理 的 、身 体 的 条件

に依 存 す る の で は な いか と考 え られ る。

4)よ り多 くの デ ー タ を収 集 して 、上 記 を さ らに検 証 す る こ と に した。
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(7)第7回 委員会(作 業委員会)

月

場

内

日:平 成 元年9月5日(火)

所:YCSス タ ジオ

容:1)8月17日 の委員会決定手順 によ り、小面 の写真撮影 を行 った。

① 中間表情(総 ての表情 を含む)→ 正面。

②照 る(歓 、笑な ど)→ 角度 と方向 を付 ける。

③曇 る(悲 、苦な ど)→ 角度 と方向を付 ける。

④能 舞台 では見 られない角度 での表現(上 下、左右、陰陽)

光源 の位置 と撮影方向を変化 させ、照 る、曇 る以外の怒 、驚、嫌、

蔑 な どの感情表現を出す工夫 を した。

2)今 回の写真 を スライ ド化 し、国立肥前療 養所看護学校生徒30～50人

を対象 と して テス トを実 施す ることに した。

(8)第8回 委 員 会(作 業 委 員 会)

月 日:平 成 元 年9月12日(火)

場 所:株 式 会 社 コ ン ピュー タ コ ン ビニ エ ン ス

内 容:1)先 に撮 影 した小 面 の ス ライ ドか ら 「中立 、照 る、 曇 る」等 、能 面 の 形 式

表 現 に の っ と った もの 、 の っと って な い もの か ら17枚 を 選 択 し、 国立

肥 前 療 養 所 付 属 看 護学 校 に お け る フ ィー ル ドテ ス トのた め の準 備 を した。

2)脈 波 、脈 泊数 デ ー タを コ ン ピュー タに取 込 む作 業 にか か る た め の準 備 を

した 。

先 般 メー カー か ら借 用 したFFTア ナ ラ イザ で は 、 リア ル タ イ ム の デ ー

タ取 り込 み は 出来 な い の で 、別 の アナ ラ イザ を使 うかA/Dコ ンバ ー タ

を使 って 当社 でFFTソ フ トを開 発 す るか を検 討 す る こ とに した。

(9)第9回 委員会(作 業委員 会)

月 日:平 成元年9月26日(火)

場 所:株 式会社 コ ンピュータコン ビニエ ンス

内 容:1)当 事業 に とって、心拍 とそのゆ らぎを測定 し、それを コン ピュー タに取

り込 む ことが不可欠 の条件 である ことを確認 した。

① 心理状態 や 自律神経の状態 を一番正確、厳密に反映 し得 るのは心臓 の
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動 き(心 拍)で あ り、 そ れ以 外 に物理/生 理 レベ ル の デ ー タ と して適

切 な もの は な い。

② 心 臓 の動 き(と くに そ の1/fゆ ら ぎ)は 、 そ の 人 の心 理 状 態 を端 的

に反 映 す る。 他 の バ イ タ ルサ イ ンで は 目下 の と ころ 「ゆ ら ぎ」 を取

り出 せ な い。

2)「 成 長 す る デー タベ ー ス」 を構 築 す るた め、 ゆ ら ぎを ア トラ クタ ー(構 造

体)に して ユー ザ ー に見 え るよ うにす る ことが提 案 され た。

(10)第10回 委員 会(作 業 委員 会)

月

場

内

日:平 成 元 年10月12日(木)

所:九 州工 業 大 学

容:1)当 社 で開 発 した基 数2のDFT(離 散 フー リエ変 換)ソ フ トに つ いて 、

そ の解 法 を津 田委 員 に チ ェ ック して い ただ き、 ソ フ トにっ い て承 認 を得

た。

2)こ れ を用 いて 脈拍 と そ の ゆ ら ぎデー タを収集 ・蓄 積 して分 析 を進 め るこ

とに した。

① 脈 波 の取込 み サ ンプ ル数 と して は、数10周 期 の変 化 を と る。

② 脈 波 の1/f、1/f2ゆ ら ぎの生 理 的意 味 を調 べ る。

3)我 々 の 「健 康 の 自 己管 理 モ デ ル」 は カオ ス ア トラ クタ ー の よ うに 、規 則

は解 って い るが 答 え が予 測 で きな い よ うな もの に した い との提 案 が あ っ

た。

例 え ば 、同 じ症 状 を入 力 して も内 部 に持 って い る履 歴 に よ って前 回 と今

回 で違 う答 が 出力 され る よ うな もの。

その た め に は 、 ゆ ら ぎの デ ー タ を徹 底 的 に集 め 、 そ れ が生 理 的 に何 を意

味 して い る の か を確 か め る必 要 が あ る。

4)国 立 肥 前 療 養 所 附 属 看 護 学 校 で の スラ イ ドを用 い た能 面 調 査(非 言語 表

現 デ ー タ の収 集)に つ い て検 討 した。

5)健 康 の 自己管 理 モ デ ルの 枠組 み お よ び今後 の作業 にっ いて 、 次 の こ とを

確認 した。

① 健 康 の 自覚 症 状 は 、 ほ とん ど心 理 レベル の デー タで あ る非 言 語 的 表現

(能 面 調 査 デ ー タ等)と 物 理/生 理 レベ ル の デ ー タで あ る脈 拍 とその
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ゆ らぎで表 現 で きる と思 わ れ る。

② 心 理 レベ ル の デ ー タで あ る言 語 的表 現(主 訴 等)や 物 理/生 理 レベル

の デー タで あ る検 査 デ ー タ(血 液 、生 化 学 検 査 、尿検 査 等)の 収 集 、

蓄 積 は、現 在す で に医療 の分 野 で確 立 されて い るた め 、我 々 は今 年度

の 作業 の 中 で は これ らにっ いて 考慮 しな い。

③ 脈 拍 の1/f、1/f2ゆ ら ぎの意味 付 け を して シス テ ム中 の 「解 析 ラ イ

ブ ラ リ(デ ー タベ ー ス)」 に蓄 積 した い。

④ 健 康 は過去 の健 康 履 歴 に依 存 す る もの の 、必 ず し もあ らか じめ決 め ら

れ た 規 則 に よ って決 定 され る もので はな い。

心 理 レベ ルの デ ー タで あ る非言 語 表現(能 面 調 査 デ ー タ等)と 物 理/

生 理 レベ ルの デ ー タで あ る脈 拍 とそ の ゆ らぎお よ び健 康 ・生 活歴 に よ

っ て異 な った 答 え が 出て くる。

(11)第11回 委 員 会(作 業 委 員 会)

月 日:平 成 元 年11月9日(木)

場 所:株 式 会 社 コ ン ピュ ー タ コ ン ビニ エ ンス

内 容:1)能 面 調 査 の結 果 につ いて 、次 の報告 が あ った 。

① 対 象 者 に能 面 の各 部分(上 中下 、左 中右 、 中心9方 向)を ス ライ ド

で見 せ なが ら、面 の 「形 式 表 現 」 とそ の部 分 を 見 て観 察 者 が 「どん な

感 じを得 た か」 の 両方 を記 載 して も らい 、 それ を 「シュ ロー スベ ル グ

の表 情 カ テ ゴ リー 」 に従 って分 析 した。

② そ の結 果 、心 理 レベル の非 言 語 的表 現 デ ー タ と して 、能 面 の ス ライ ド

を 当面 の選 択 と して も 目的 が達 せ られ る と考 え られ る。

③ シ ステ ムへ の入 力 方法 と して は、能 面 を ス ライ ドで 見 せ な が ら 「シュ

ロ スベ ル グの表 情 カ テ ゴ リー」(ま た は それ を1次 元 に延 した もの)

を コ ン ピュ ー タの 画面 に表 示 し、 そ の中 か ら自分 に最 も フ ィ ッ トす る

ポ イ ン トを選 ぶ 方 法 が よ い ので はな いか 。

2)能 面 調 査 デ ー タ(非 言語 的表 現 デー タ:心 理 レベ ル)と 脈 拍 とそ の ゆ ら

ぎデ ー タ(物 理/生 理 レベ ル)と を重 ね合 わせ る こ と によ って ユ ー ザー

は 自分 の健 康 イ メー ジを把 握 す る こ とが 出来 る。

3)上 記 で得 られ た 「特 徴抽 出 系'Jの 中身 を ア ドバ イザ 〒 系 に持 って きて 、
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ア ドバ イ ザー 系 の健 康 テキ ス ト(医 学 ノー ト、 お話 ノ ー ト等)を 重 ね 合

わ せ る こ とに よ り、 「ホ ロ ンマ ス ター」 の スー パ バ イ ザ ー形 成 に必 要 な

「健 康 ・生 活 歴 」 を 蓄積 す る。

この 「健 康 ・生 活歴 」 が 心理 レベ ルの デー タ と物 理/生 理 レベ ルの デ

ー タ を加 工す るた め の キ ー とな る。

(12)第12回 委 員 会(作 業 委 員 会)

月 日:平 成 元年11月27日(月)

場 所:九 州 工 業 大 学

内 容:'1)今 年 度 に おい て は 、 ホ ロ ン的健 康 観 に基 づ い た健 康 の 自己 管 理 モデ ルか

ら本 来 あ るべ き シ ス テ ムを想 定 して各 部分 を作 り 「そ れ らを集 約 す れ ば

トー タ ル と して の シ ス テ ムが実 現 で きる」 と言 え る と ころ まで 事 業 を進

め る こと に した 。

2)ま た 、機 器 の制約 上 、 リアル タイ ム で シス テム を動 作 させ る こ とは 出来

ない公 算 が大 きい との 結 論 にな った。 。

3)来 年 度 以 降 に っ いて は、 次 の よ う にす る こ とが提 案 され た 。

① 今年 度 製 作 す る機 器 お よ び ソ フ トを1っ の シス テム(=機 械)と して

っ な げ る。

② 機器 購 入予 算 が確 保 で きれ ば、 ハ ー ドと して の シス テ ムを製 作 す る。

4)来 年度 以 降 に 向 けて 、 メ ンバ ーが 智 恵 を 出 しや す くす る方 法 につ い て検

討 した 。

(13)第13回 委 員 会(全 体 委 員 会)

月 日:平 成 元 年12月1日(金)

場 所:株 式 会 社 コ ン ピュー タ コ ン ビニ エ ン ス

内 容:1)非 言 語 的 表 現 を認知 す るた め の能 面 グ ラフ ィ ック調 査 の結 果 に つ い て報

告 が あ り、 そ れ を中 心 に議論 を行 な った。

2)そ の結 果 、観 察 者 個 人 の 心 理 状態 と小 面 の対応 関 係 を さ らに 明確 にす る

ため 、小 面 の ス ライ ドを撮 り直 して 、再 度 フ ィー ル ドテ ス トを 行 な うこ

とと した 。
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3)撮 影 す る ス ライ ドは 、次 の通 りで あ る。

視 点:(左 ・正 面 ・右)×(上 ・中 ・下)

影:(上 ・下 ・左 ・右 ・無 し)

枚 数:視 点(9通 り)× 影(5通 り)=45通 り

4)調 査 に あ た って は、 ムー ドスケー ル に よ り、 そ の時 の観 察 者 個 人 の心

理 状 態 を スケ ー リングす る。

5)小 面 か ら受 け る印象 を、 シ ュ ロス ベル グの 表情 カ テ ゴ リー(1.愛 、 幸

福 、喜 び2.驚 き3.恐 れ 、悲 しみ4.怒 り、 決 意5.嫌 悪6.軽 蔑)

と7.わ か らな い の7項 目か ら選 択 し、 ムー ドスケ ー ル との相 関関 係 を

明確 に す る。

6)こ れ を も とに 、 ユー ザ の気 持 ちが 反 映 され る ス ライ ドの選 択 を行 な い、

そ れ を 「健康 の 自己管理 シ ステ ム」 に採 用 す る。

(14)第14回 委 員 会(全 体 委 員 会)

月 日:平 成 元 年12月2日(土)

場 所:株 式 会 社 コ ン ピ ュー タ コ ン ビニ エ ンス

内 容:1)脈 拍 の ゆ ら ぎを測 定 す るた め のFFTプ ロ グ ラム作 業 にっ いて 報 告 とデ

モが あ り、 そ れ を もとに デ ィス カ ッ シ ョ ンを行 な った。

2)デ ィ スカ ッシ ョンの 結 果 、今 後 は次 の よ うに進 め る こ と とな った 。

①10g-logで プ ロ ッ トす る。(10gHz-dB)

②0～20Hzあ た りの周 波 数 を 測 定 す る。

③ 数 分 程 度 の ロ ング タイ ム の デー タを 測定 す る。

④ 測 定 回数 を増 やす 。

⑤ ③ と④ に よ って デ ー タ を平 均化 す る。

⑥ 以 上 に よ って 、脈 拍 の ゆ らぎの生 理 的 な意 味 を よ り明確 に把 握 す る。

2)今 後 の作 業 分 担 お よ び スケ ジュー ルを次 の よ うに した。

① 小 面 に よ る非 言 語 的表 現:能 面 の ス ラ イ ド撮 影 → フ ィー ル ドテ ス トを

を 早 急 に行 な い結 果 を ま とめ る。

② ゆ ら ぎ解 析 プ ログ ラム を ブ ラ ッ シュ ア ップす る

③1/f、1/f2ゆ らぎに つ いて 再度 、 関係 文 献 を再 度 調 査 す る。
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(15)第15回 委 員 会(作 業 委 員 会)

月

場

内

日:平 成 元 年12月9日(土)

所:株 式 会 社 コ ン ピュー タ コ ン ビニ エ ン ス、YCSス タ ジオ

容:1)YCSス タ ジオ に て 能 面 の写 真 を再 度 撮 影 した。

2)日 野 委 員 に再 度 、能 面 の 形式 表現 に つ いて 確認 した。

3)フ ィー ル ドテ ス ト(再 調 査)の た め の ワー ク シー トを 作 成 した 。

(16)第16回 委員 会(作 業 委員 会)

月

場

内

日:平 成 元 年12月28日(木)

所:株 式 会 社 コ ン ピュー タ コ ン ビニ エ ンス

容:1)国 立 肥 前 療 養 所 看 護 学 校 生 徒39人 に対 して再度 行 な った 「非 言 語 的 表

現 を認 知 す るた め の能 面 調 査 」 の分析 を行 な った 。

2)同 じテ ス トを年 明 け に も う1度 して 、 今 回 と同 じ結 果 が 出 るか ど うか を

見 る こ とに な った 。

3)年 代 別 の デ ー タ(30代 、40代 、50代)を 収 集 す る こ とに な った 。

4)以 上 の 調査 と脈 拍 の1/fゆ ら ぎの デ ー タ か ら リズ ムが 出て くる と思 わ れ

るが 、 そ れ に っ い て は、 次 の点 を改 良 して 再度 デ ー タを収 集 す る こ と に

した 。

① 平 均 化 す る ② 長 く採 る ③ 低 い周 波 数部 分 を 採 る

④ ア ンプの ドリフ トを押 え る

5)フ ィー ル ドテ ス ト(ム ー ドテ ス トおよ び能 面 調 査)の 分 析 結 果 を中 心 に

本 年 度 の事 業 につ い て一 部 報 告 書 執筆 を開 始 した。

(17)第17回 委 員 会(作 業 委 員 会)

月

場

内

日:平 成2年1月18日(木)

所:福 岡銀 行本 店 会 議 室

容:福 岡市 在 住 の中堅 サ ラ リー マ ンを対 象 に 、今 回 の事 業 の 主 旨 を説 明 して

「非 言 語 的 表 現 を認 知 す る ため の能 面 調 査 」 を行 な い、 次 の デ ー タ を収 集

した。

① ム ー ドスケ ー ル に よ る テ ス ト(主 観 的 な感 情 の スケ ー リン グ)。

②45枚 の能 面 の ス ライ ドを見 て 得 た 印象 。
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(18)第18回 委 員 会(作 業 委 員 会)

月 日:平 成2年1月26日(金)

場 所:株 式 会 社 コ ン ピュー タ コン ビニ エ ンス

内 容:1月28日 に行 な った 、福 岡市 在 住 の中堅 サ ラ リー マ ンを対 象 に した 「能

面 調 査 」 デ ー タ の集 計 作 業 を行 な った。

(19)第19回 委員 会(作 業 委 員 会)

月 日:平 成2年2月2日(金)

場 所:九 州 工 業 大 学

内 容:1>こ れ まで に行 な った 「非 言 語 的表 現 を認 知 す るた め の能 面 グ ラフ ィ ック

調 査 」 とそ の結 果 につ い て デ ィスカ ッ シ ョ ン した 。

対 象:① 国立 肥 前 療 養所 看 護学 校生 徒(39人)2回

② 健 康 な成 人(医 療 関係 者 、大 学 関 係 者 を除 く)

30代 男 性15人 、40代 の男 性12人 、50代 の男性7人

2)こ の調 査 か ら ス タ ンダー ドが とれ た と考 え て よ い とい う結 論 に な り、 こ

れ で ユ ー ザ ー の反 応 が ス タ ンダ ー ドか ら外 れ た場 合 に は、 重症 度 に応 じ

て ア ドバ イザ ー に助 力 を求 め る シ ステ ムに す る こ とに な った 。

3)脈 拍 の ゆ らぎ デー タ収 集 ソ フ トに つ いて は、委 員 会 の サ ジェ ス シ ョ ンに

も とつ いて か な りの 改良 がな され た こ とが 報告 され た。

4)そ れ を 使 って 、安 静 時 、計 算 作業 時(集 中)、 睡 眠 中(全 身 の弛 み)、

飲酒 後(全 身 の興 奮)、 疲 労 困 ぱ い時 に測 定 す る こ とが提 案 さ れた 。

これ に よ り、 意 識 や 情動 レベ ル と脈 拍(お よ びの ゆ らぎ)を 体 の状 態 像

と結 びつ け る事 が出 来 る と思 わ れ る。

5)1/fゆ ら ぎの傾 きに は非 常 に恣意 性 が あ る ので 、 それ を測 るよ りは カ オ

ス ア トラ クタ ー の構 造 を調 べ る方 が よ い と考 え られ る。 そ こで 、測 定 デ

ー タか らカ オ スア トラクタ ー の有 無 とそ の構 造 を知 るた め に ロー レ ン ツ

プ ロ ッ トと夕 ー ケ ンス プ ロ ッ トで 解析 をす る こと に な った。

6)今 年 度 の報 告 書 の 目次(案)を 検 討 した 。
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(20)第20回 委員 会(作 業 委 員 会)

月 日:平 成2年2月9日(金)

場 所:株 式 会 社 コ ン ピュー タ コ ン ビニ エ ン ス

内 容:1)こ れ まで に行 な った 、す べ て の 「能 面 調 査 」 デー タの 集 計 、分 析 作 業 を

行 な った 。

2)こ れ まで に開 発 した ソフ トウ エ アの見 直 し、検 討 を行 な った 。

3)以 降 の作 業 の 段 取 りを決 定 した 。

(21)第21回 委 員会(作 業 委 員 会)

月 日:平 成2年2月11日(日)

場 所:株 式 会 社 コ ン ピュー タ コ ン ビニ エ ン ス

内 容:こ れ まで に行 な った 「能 面 調査 」 デ ー タ の集 計 ・分 析 作 業 を行 な い、 報 告

書 原 稿 と した 。

(22)第22回 委員 会(作 業 委 員 会)

月 日:平 成2年2月15日(木)

場 所:株 式 会 社 コ ン ピュー タ コ ン ビニエ ン ス

内 容:1)脈 拍 お よ び そ のゆ ら ぎデ ー タの解 析 と デー タベ ー ス化 につ い て 、 エ ン ジ

ニ ア リング ワー ク ス テ ー シ ョンを操作 しな が ら検 討 した 。

2)そ の 結 果 、 当 初考 え て いた1/fゆ ら ぎに く らべ て 、人 間 の情動 レベ ル

を は るか に正 確 に把 握 で き るカ オ スア トラ ク ター(ス トレ ンジア トラク

ター)が 測 定 で き、 そ の構造 を 明 らか にす る こ と に成 功 した。

3)以 上 の結 果 を踏 ま えて 報 告書 原 稿 の一 部 を 作成 した 。

(23)第23回 委員 会(作 業 委 員 会)

月 日:平 成2年2月16日(金)

場 所:株 式 会 社 コ ン ピュー タ コ ン ビニ エ ンス

内 容:1)こ れ まで に行 な った 「能 面調 査 」 デー タの 解析 とそ れ を シ ステ ム に組 み

入 れ る場 合 の構 造 に つ いて検 討 した。

2)以 上 の結 果 を踏 ま え て報 告書 原稿 の一 部 を 作成 した 。
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(24)第24回 委 員 会(作 業 委 員 会)

月 日:平 成2年2月17日(土)

場 所:株 式 会 社 コ ン ピュー タ コ ン ビニ エ ンス

内 容:1)脈 拍 お よ び そ の ゆ らぎデ ー タ の解 析 とデー タベ ー ス化 につ い て 、 カ オ ス

ア トラ ク ター の3次 元 で の表 現 法 を製 作 して再 度 検討 した。

2)報 告 書 の全 体 構 成 を 手直 しした 。

(25)第25回 委員 会(作 業 委 員 会)

月 日:平 成2年2月24日(土)

場 所:株 式 会 社 コ ン ピ ュー タ コ ン ビニ エ ン ス

内 容:1)こ れ ま で に行 な った 「能 面 調 査 」 デー タ にっ いて 再度 解 析 を行 な う と と

もに 、 そ れ を デ ー タベ ー ス化 した場 合 の ア ドバ イ ザ ー に よ る診 断 、支 援

シス テ ム に つ いて検 討 した。

2)カ オ スア トラク ター は、少 な くと も4次 元 で あ る こ とが分 り、 カ オ スア

トラ ク タ ー の3次 元表 現 法 を さ らに精 密 化 して心 理 状 態 と の対 応 を検 討

した 。4次 元 空 間 の ア トラク ター をあ る視 点 方 向 か ら3次 元 へ 投 影 した

もの を2次 元 の紙上 に描 くアル ゴ リズ ムを考 え 、実 行 した 。

3)報 告 書 を執 筆 、 訂正 した 。
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2.ム ー ドス ケー ル と能 面 を使 った非 言 語 表 現 の デー タ化 とそ の 蓄 積

2.1目 的

健康 の 自己管 理 モ デル にお け る心 理 レベ ル の非 言 語 的 表 現 の デ ー タ ベ ー ス{(A1)

一②}を 作成 す るた め に、感 情 を対 象 と した基 礎 調 査 とデー タベ ー ス化 を作 業 の 目的 と

した。

感 情 は主 観 的 な価 値 と経 験 を もっ 。 また 、 そ の表 現 は無 比 の もの で あ り共有 化 が 難 し

い。 そ れ だ けに共 有 手 段 と して感 情 レベ ル の記 号 化 、す なわ ち感 情 の スケ ー ル が 必 要 で

あ る。 しか し、客 観 化 で き る スケ ー ル で あ って も主 観 的要 素 は究 極 に は残 る もの で あ り、

感 情 の 共 有 化 が 可能 な レベ ル を 目標 と し、 か っ観 察 され る状 態 や サ イ ンと一 体 化 した ス

ケ ー ルが 必 要 で あ る。

人 は程 度 の差 はあ って も感 情 が損 なわ れ て い る もの で あ る。

個 人(ユ ー ザ ー)の 特 性 を 含 め て 、 リアル タ イ ムで感 じて い る快 一不 快 の レベ ル が分

か れ ば状 況 に応 じて変 化 す る感 情 の 深 さ や、 状 況 との関 係 理 解 、 ひ い て は そ の対 処 も考

え る こ とがで き る。

小面(コ オモ テ)の 能 面 は、 面 を 観 る人 の 心 理 状態 に依 存 して 変 化 して 競 え る よ うに

工 夫 され て い る とい わ れ 、そ れ 故 、 中 間 表 情 、無 限表 情 とよ ばれ る。

従 って 、面 か ら受 け る印 象 は観 る人(ユ ー ザー)の 心 理 状 態 を リア ル タ イ ム で投 影 し

得 る と考 え られ る。

また 、最 近 、J.R.Davitz,Ph.D.,L.L.Davitz,Ph.D.が 作 成 したMoodScalesは 、 日本

で も妥 当性 と信 頼性 が検 証 され 、 主 観 的 な感 情 を客 観 化 で き、 さ らに 、状 況 理 解 に 使用

す る こ と も可能 で あ る といわ れ て い る。

以上 の 観点 か ら、 以下 の こ とを具 体 的 な 目 的 と した 。

(1)MoodScalesに よ りユ ー ザ ー の主 観 的 な感 情 を 自 己測定 す る。

(2)同 時 に、小 面(コ オモ テ)を 見 せ 、 ユ ー ザ の受 け る感 情 を シ ュ ロ スベ ル グ

(Schlosberg)の 表情 カ テ ゴ リー を 用 い て分 析 し

(3)両 者 の安定 性 、 妥 当性 、相 互 関 連 を 検討 す る。

(4)以 上 か ら、 シス テ ム に組 み入 れ る場 合 の 構造 を検 討 す る。
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(1)MoodScalesの 構 造 と特 徴

MoodScales(以 下 、MSと 略 す)は 、J.R.Davitz,Ph.D.,L.L.Davitz,Ph.D.が 作 成

した8段 階 、3カ テ ゴ リーか ら成 り立 つ 自己評 定 質 問 紙 で あ る。

我 々 の 用 いたMSは6段 階3カ テ ゴ リー に ア レ ン ジされ た もの で、 信 頼性 、妥 当 性 が

検証 され て お り、主 観 的 な感 情 を客 観 化 で きる スケー ル と いわ れ て い る。

表2-2(ワ ー ク ・シー ト1)にMSを 示 した。

MSで は、情 動 に あ た る 「意気 揚 々 一抑 うっ」 「落 着 き 一不安 」 「調 和 一怒 り」 を3

っ の カ テ ゴ リー と し、 そ れ ぞれ 、A、B、Cと して い る。 情 動 は 、恐 れ 、怒 り、 喜 び な

どの激 しい感情 の動 きで あ り、正 ・負 の方 向 を もっ。

6つ の 各 段 階 に は、 狭 義 の感 情 で あ る快 一不快 の気 分 を 用 いて い る。

この よ うに、MSは 情 動 と狭義 の感 情 を組 み合 わせ た立 体 的 な構 造 が特 徴 で あ り、感

情 、情 動 を反 映 す る ス ケ ー ルで あ る。

各 カ テ ゴ リー は6段 階 に な って お り、各 段 階 と尺 度 間 は一 致 させ て い る。 採 点 は段 階

の数字 を も って 得点 とす る。

尺度 得 点 は各 カ テ ゴ リー1～6点 にな り、 総得 点 は3～18点 に分 布 す る。

8点 を中 心 に、 得 点 が低 い ほ ど、 意気 陽 々、 落 着 き、調 和 の感 情 が あ り 「快 方 向 」 に

あ る。 得 点 が高 い ほ ど、抑 うっ、 不 安 、怒 りの感 情 が あ り 「不 快 方 向 」 に あ る。

これ を表2-1に 示 した。

10～13点 は 自 己 コ ン トロー ルが 可能 な レベ ル、14～18点 は要 援助 レベ ル とい

われ る。 しか し、 自 己 コ ン トロー ル レベ ル とい って も感 情 が損 わ れて いれ ば 、 そ れ に対

す る共 感 や理 解 やサ ポ ー トが必 要 で あ る。 また14点 以上 で あ って も、 自己 コ ン トロー

ルが 可 能 な場 合 もあ る。

す な わ ち 、MSの デ ー タは ひ とつ の指標 で あ り、感 情 の推 移 と状 況 が 理 解 で きな けれ

ば単純 に デ ー タ のみ で 判 断す る こと はで きな い。 この判 断 に は 、小 面 に よ る感 情 投 影 や

身 体 言 語 パ ラ メー タで あ る脈 拍 のゆ らぎ によ る カ オ ス ァ トラ クタ ーか ら観 察 され るサ イ

ンが必 要 で あ る。
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表2-1MSの 判 定 レベ ル

目
守

手 点

MS

3点

1

6点

点

点

7
.

Q
V

10点

1

13点

14点

1

18点

ABC
(MD)(MA)(MH)

点

点

1

2

3点

4点

6点

内 容

意 気 揚 々 ・落着 き ・調 和

_己

不快方向

揮 うつ ・不 安 ・怒 り

(2)小 面 によ る感情投影

小面 とい う名の能面 の 「小」 は、年が若 い、可愛 ら しい、あるいはその延長 と して優

しくて美 しい、 とい うことを意味 し、工作 に工夫がな されている。

左右 の上瞼 と下瞼の傾斜 、口の両端 の彫 り込 みや両頬の肉付 き、左右の顔面 の幅等 に

わずかな違 いを持つ。 また、小面 の 目は正面 か ら見 ると、視線が平行線を なす よ うに作

られ、そのため焦点が定 まらず うっ うな 目のよ うに見 える。

こう した面 を少 し動かす ことで、喜怒 哀楽 の感情が表出す る。 それは喜怒哀楽 のわず

かな表 現があいまいで あるとともに共通 す る部分 を持 つ結果、面 を少 し動 かす ことで逆

にその共通部分 か ら感情が表出 されやす くな るためである と考 え られ る。

小面 は、面が非対称で あることと感情表現 があいまいであることによって、多様 な解

釈 を許 し、観 る人の深層 を外へ 自由に投影す る働 きを持つのであ る。
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す な わ ち 、 中 間 表 情 、無 限 表情 、 とい わ れ る所 以 で あ る。

そ れ は 、 面 の 左 側 を見 せ 、 や や仰 向 け る と、快 活 で 明 る い表 情 を示 し(照 る)、 右 側

を見 せ 、 や や うつ む けれ ば、憂 欝 な表 情 が 出 る(曇 る)な ど とい った こと を指 して い る。

(3)シ ュ ロ ス ベル グ(Schlosberg)の 表 情 カ テ ゴ リー分 析

人 間 相 互 間 の コ ミュ ニ ケー シ ョ ンは言 語 的表 現 と非 言語 的表 現 に分 け られ る。

非 言 語 的 表 現 の 内 容 は、相 手 の表 情 、態 度 、身 振 、声 の調 子 な ど多 様 で あ る が、 なか

で も表 情 か ら相 手 の 感 情 を判 断 す る役 割 は特 別 に大 き い と考 え られ て い る。

人 が 表 情 か ら相 手 の感 情 や情 動 を判 断 す る と き6っ の カ テ ゴ リー で 判断 が 行 なわ れ る。

シュ ロス ベ ル グに よれ ば 、6っ の カテ ゴ リー とは ① 愛 、幸 福 、喜 び ② 驚 き ③ 恐

れ 、苦 しみ 、悲 しみ ④ 怒 り、決意 ⑤ 嫌 悪 ⑥ 軽 蔑 で あ り、 判断 の誤 り は隣 り合 う

カ テ ゴ リー 間 に生 じや す く、 円形配 列 で あ る と結 論 し、 日本 人 に も適 用 で き る ことが確

か め られ て い る。

図2-1に シ ュ ロ スベ ル グ(Schlosberg)の 表 情 カ テゴ リー と次元 を 、 図2-2に シ

ュ ロ スベ ル グ の表 情 の二 次 元 説 を示 した。

この モ デ ル は 、快 一不 快(P-U)、 注 意 一拒 否(A-R)の 二 次 元 に第 三 の次 元 と

して覚 醒 水 準 を加 え て い る。

情表の
元

グ
次

ル
と

べ

ー

ス

リ

ロ

ゴ
ユ
テ

シ

カ

12図
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図2-2シ ュ ロ スベ ル グの表 情
の二 次 元 説



2.2調 査 対 象 、調 査 方法 、分 析 方 法

(1)調 査 対 象 者

以下 の、特 に疾 患 を持 た な い18才 ～57才 の男 女 、計73名(う ち女 性38名)

を 対 象 と した 。

① 看護 学 校 生 徒39人

② 健康 な成 人(医 療 関 係者 、大 学 関 係 者 を 除 く)

30代 の男 性15人

40代 の男 性12人

50代 の男 性7人

(2)調 査 方法

MS(ワ ー ク ・シー ト1:表2-2)で 対 象者 の調 査 時点 で の感 情 を 自己評 定 し

た 後 、小 面 の カ ラー ス ライ ド45枚 を10秒 間 隔 で見 せ 、そ れ か ら受 けた 印象 を シ

ュ ロス ベ ル グの カ テ ゴ リー(ワ ー ク ・シー ト2:表2-3)で 該 当 す る項 目を 選 択

させ た 。

ま た39人 の看 護 学生 に対 して は約1ヵ 月 の 間隔 を おい て同 一 の調 査 を行 な った。

同 って左

に向け る

上 か ら撮影 ○

中央か ら撮影 ○

下か ら撮影 ○

正 面 に 向 って右

向 ける に向 ける

○ ○

○ ○

○ ○

図2-3小 面 の撮 影 位 置 と角 度 お よ び影 の付 け方

図2-4に 、 調査 に使 用 した小 面 の ス ラ イ ド45枚 を示 した 。(実 物 は カ ラー)
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表2-2 ワ ー ク ・ シ ー ト1

(1)年 齢:__歳 性 別:(男 ・女) 職 業:

(ll)今 の 気 分 を 一 番 よ く 表 して い る も の を 選 ん で 下 さ い 。A～Cま で あ り ま す が 、A、B、Cに つ き1ケ ず つ 選 び 、

そ の 番 号 に ○ 印 を 付 け て 下 さ い 。

A

1非 常に調子 よ く,満 足 してい る。 元 気が あ り,明 るい気 分 であ る。

正 清 神的 に安定 し,元 気 があ り,気 分 が よい。

皿 気分は 特に変 わ りない,ど ち らか とい え ぽ調子 が よい。

N気 分はやや 下 り気味 で,元 気が でない。 ち ょっ と憂欝 であ る。

V落 ち込 んだ 気分 で,だ る く疲れ てい る感 じで何 もした くな い。

W何 事 に も うん ざ りしてお り,お 先 まっ暗 であ る。

どん底 に落ち てい る気分 であ る。

B

1と て も満足 してい て,ゆ った りくつ ろいだ状態 であ る。

丑 気分 は落 ち着い てい て,安 心 してい る。

皿 少 し悩 みがあ るけれ ど,か とい ってた い した こ とでは ない。

]1少 し緊張 して,不 安 な気 分 であ る。

V気 がか りな事が た くさんあ り,落 ち着か ず我慢 で きない。

X極 端に緊張 して ど うして よいかわか らず,堪 え られ な い 思 い であ

る。

C

1何 もか も最 高 であ り,生 きてい る事はす ば らしい。

皿 とて もよい気 分 で調子 が よい。 まわ りの人 に好感 が もて る
。

皿 気 分は変 わ りな く・ 物事 が ス ムーズには こん でいて何 とか うま く

や ってい る。

N以 前は 何で もなか った事が 気 にな り・ち ょっ とイ ライ ラしてい る
。

Vお こ りっぼ く腹 が 立 ち,た えず イ ライ ラしてい る。

W非 常 に腹 が立 ち,今 に も気が 狂いそ うであ る。
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表2-3 ワ ー ク ・ シ ー ト2

(m)能 面 は 、 光 線 の あ た り具 合 や 上 下 左 右 の ど ち らか ら見 るか に よ っ て 、 喜 び や 悲 しみ を は じめ とす る 人 間 の 感 情 を表 現

す る と 言 わ れ て い ま す 。
ス ラ イ ドに写 った 能 面 を ご 覧 に な った 皆 さ ん が どん な 気 持 ち を 持 った か に っ い て 、下 記 の 中 か ら適 当 な も の を1っ 選

び 、 そ の番 号 に○ を 付 け て 下 さ い 。

番 号

(1) L愛 、幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(2) L愛 、幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(3) L愛 、幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(4) 1.愛 、 幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(5) L愛 、 幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 しみ 4。怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(6) L愛 、 幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 しみ 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(7) L愛 、 幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(8) L愛 、 幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7,わ か ら な い

(9)・ L愛 、 幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(10) L愛 、 幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 しみ 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(11) L愛 、 幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5,嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(12) 1.愛 、 幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7,わ か ら な い

(13) L愛 、幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6,軽 蔑 7.わ か ら な い

(14) 1.愛 、 幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(15) L愛 、 幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(16) L愛 、幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(17) 1.愛 、 幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7,わ か ら な い

(18) 1.愛 、 幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(19) L愛 、 幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5。嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(20) L愛 、 幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7,わ か ら な い

(21) 1.愛 、 幸 福 、 喜 び 2、驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4。怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6,軽 蔑 7.わ か ら な い

(22) L愛 、 幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(23) L愛 、 幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(24) L愛 、 幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(25) 1.愛 、 幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3。恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(26) 1.愛 、 幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(27) L愛 、 幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6、軽 蔑 7.わ か ら な い

(28) L愛 、幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(29) L愛 、 幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6,軽 蔑 7.わ か ら な い

(30) L愛 、 幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い
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(31) L愛 、 幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5,嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(32) L愛 、幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(33) L愛 、幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4怒 り、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(34) L愛 、幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7。わ か ら な い

(35) 1.愛 、 幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(36) L愛 、 幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(37) L愛 、 幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 しみ 4.怒 り 、 決 意 5,嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(38) L愛 、 幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 しみ 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(39) 1.愛 、 幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 しみ 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(40) L愛 、 幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(41) L愛 、 幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(42) L愛 、幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(43) L愛 、幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(44) L愛 、幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(45) 1.愛 、 幸 福 、 喜 び 2.驚 き 3.恐 れ 、 悲 し み 4.怒 り 、 決 意 5.嫌 悪 6.軽 蔑 7.わ か ら な い

(IV)こ の 実 験 で 何 か お 気 付 き に な った こ と、 ご意 見 等 が あ れ ば 、 ご 自 由 に お 書 ぎ下 さ い 。
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図2-4提 示 した小 面 の ス ライ ド(そ の4)
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(3)分 析 方 法

対 象 者 の検 査 時点 で の主 観 的 な感 情 は 、MSの 各 段 階 の得点 を総 計 した 。

対 象 者 の深 層 の感 情投 影 は、 小 面 か ら受 け る気 持 ち と して 、 各 グル ー プ別 、45

枚 の ス ライ ドごと、7っ の カ テ ゴ リー(シ ュ ロ スベ ル グの6カ テ ゴ リー に 「わ か ら

な い」 を加 え た)別 に対 象 者 数 に対 す る パ ー セ ン トで 集計 した 。

対 象 者 の覚 醒 水 準 は一定 な の で 、集 計 は シ ュ ロ スベ ル グの2次 元 の 表 情 カ テ ゴ リ

ー上 に レー ダー チ ャー トと して表 わ した(以 下 、 シュ ロスベ ル グパ タ ー ン と略 す)。

2.3分 析結 果

対 象 グ ル ー プ別 のMS得 点 、標 準 偏差 、 シュ ロ スベ ル グパ ター ンを 図2-5か ら図

2-9に 示 した 。

提 示 した ス ライ ドの 影 の付 け方 を図2-10に 示 した 。

影 な し

左影

上影

右影

下影

図2-10調 査 で提 示 した ス ラ イ ドの影 の付 け方
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(III)能 面 か ら受 け る 気 持:()は パーセント

No.!小 面 の方 向、 角 度、 影の 付 き方 に対 す る得点

No.2小 面 の各場 所 に 対 す る平 均 得 点

一31一

向 っ て左No
.1

・ ・るち

}

lo)

上

か ε'
・ピ ・d29,Lt'doき ・ら

(o)
b・・らtrLiClo .3}""r'T-=

2425

・ピ ・・2ξ.・ ・ワw

・店,・L!'、1鈷

hか らない{θ 同 盟 わからな"{1θ
.3)'

1!f?1・

16

・lzl・

2き)

(o}

17・ ・塵 わ　 Ψ=18

{3ピ㌧ 日 ●(O)(|2!})軽 驚{2,)

中

央 ば(Y,231,、nll

わb-6't・・{51い[肛 ・

{0}1920

(loi・nl2肋.、 ・,o、

1歩fl×;llvS),`[・/、lo3)

わ。'らない(o}肛 ・か・な・(o)m皿

(Z6}26

・。,・MP,.

lz{i.lcc631

271Lll""'`ts'Cz,e)fir:=n、1・ 駕28

下

か
ら

29

・zS・ ・

cz}・.

{o}
わか・なi・{2 .`)・T:=7,

田～・・蔚

、}〔0

わ・'・ない(o'
.fi}■1'Ln

30

㎡ ・z}・ ・M始

tt・Bll・ 。 …sPl

… い{2声蘂 ⊃ わからな"{

2き'　



正 面

d遮6

・cO)

元、

,dピ らない(・ト"='[`:'、tsf,8

1ゆdSi`・q驚 ゆ

列2P・{2Pt,・ ・`aPl

910

田 ・o・ ・B}・ ・75

ト)20s,)

わからない(

ユs'c「[']わ からな`一{s;'「m

1

{O}軽 ・(O)

しO}sLe{O}

2　 ない(s・`'o「J'[:一,ss,93

(1ユ8)・

(κ6)

わからない(o,nτ τ口

4↓9・t)5

(《3!}G齢

(∂3～)
わからない(

5.i}輌 わからな・・9.1)一

ゆ)

(0}}!

{0)s

12・zl・ 　 い(O'[[an・ ぎ!・13

・…dη タ・、zl,・d討?・

10}sL9㌧ ⊂O)61.S-,

(0)
・か・ないユ8い ・'・・コ ・

14・ ワこ・15

1z}1那 ・苫!・ ・d壁 ・

・ポ ・
、 名 ・・帖 子・・η,・.・ 姉

わth－らない(oll:':L=わ からな`'`

1fff?'e:.=

32

向 っ て右

,島(0[

(loト、 訓oPI

37・ バ'　 〔"・?　 、IO3・38

貢{2
.C){3?i]kl軽 〔o)

∫ ・θ～・

励'・ な・{η
.tt)9:・コn.『

・&、 ・・ロ ・

.・ …

・・∋ ・ 〈、f・s汁 ・dr、・ ・

わからないll2∂ 一 中

(ぬ ㍉'
■

31

1zξlz9・

(2,1)

(o)

3233

笛(o)

liZ8・

・34`35

、2ξ,z,、

ξ)

(o〕
わか刷

ミ い 皿 わからt・"(S,1)輌

{0,41

qoi… 硬 ・

団3

421S・1・ ・zS,43

ゆ 』・ ・ポ ・・o…308・

・寓 ・6ぽ ピ,,螂

(o}

わ σ ら な いcユ

、6)q:「:嚇=.〔'

44

,s,1)'、 、8、,靭 、ρぎ、45

G・FI
.L・ ・3。き・17i・(劔

わびらない`ユρ':::nわ 。'らな"{7

.rr'u::∫ス



No2

上

か
ら

中
央

(3も 、Ll')

(叫8)

向 っ て 左

(u己)

療 、幸福 ・富ひ

(4,j)

滉(ll3)

(14.9)

わか らない(7,り ■ ロ コ

(415)

(i61i) (3.6)

(1・P)影q38)

(ワ.η)

わか らな・(6
,X)紅D'

(21s)

(2.IP)

([O.z

正 面

(9,n)

嚇 、幸 福 ・酔ひ

d㍉

悲dZ㍉

(29,)

わか らない(十2)圧 ロコ

(47.2)

(いラ)

q,o)

滉(14,9)

(B.3)

わか らない(4
.6)【 旺

下

か
ら

(3、e)

(4、i)

(9.z)

泉 、幸 福 ・連 ひ

(9.ユ)

わか らない(牛.z)エ ロコ

(30三)

(調ζ)

(2,1)

(3.1)

(6、「e)

(与 ㌦)

わからない(η
.川 副 コ

(喧$)

瞭)

縦

の
平
均

(t9.o

(9F)

(20、 ¶)

(12})

巴 α1ξ)

忠 ワ、ヤk'i

qo,)

わか らない(8
,9)[コ コ

ー33

di.3)軽

(13、o)

(ユ0.o)

毒 、幸 福 ・■ ひ

(6,3)

滉(2E>T)

(1、q)

わか らない(S.3)U]IIコ



向 っ て 右

d3})

毒 、幸福 富ひ

(3め 軽 驚(1㍉

藤

塚

(15芦)悪 滉(IO.8)

怒 り 決養

(1.3)

わか らない(8 .3)■ エD

(5陪)

畢 ・季 違 ひ

(5.c)//k/lXSi＼ ＼(2.1)

蔑

嫌
(6了)＼ 汰12ウ'・s・3)

怒 り 決侍

(5.

わか らない(6 .η)■ 口=〔口

1

(31t

横の平均

(IL4)

皐 、幸 福 漠 ひ

(29)

嫌

(17.)悪 ⑫(目 ξ)

怒 り 決各

(20、o)

わか らない(6
.s)■ コ コ

(49.i)

川ol) 驚 、(2
、3)

(9.4)

(8.。)

わか らない(S .8)皿 コ

'(4
.6)

歩、幸福・膏ひ

(4、㌧/ノ ブiXkN(ユ1.s;一)

蔑

嫌
(9Y)悪(49.ワ)

怒 り、決る

(6、1)

わか らない(4
、3)■II]コ

(1忘.o)

qO.`)

(広ち

(8『)

諺(2Sr.3)

怠 り

(9.)

・か・な・(6刃 ■-・

(3～)

(5=6)

畢 、…幸福 意 ひ

(22日)

(6e)嫌 悪(49,6)

怒 り、決整

(6,9)

わからない(s;1)圧 ロコ

総 平 均

(728)

勢 、幸福 ・淳 ひ

(ls・,1)軽 驚(9,川

藻

嫌

qL1)悪 諺(2s,ユ)

怒 り 決登

(日`)

わか らない(S
.川 劇 コ

34



図2-6
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(III)能 面 か ら受 け る 気 持:()は パーセント

No.1小 面 の方 向、 角度 、影 の 付 き方 に対 す る得,点

No.2小 面 の各場 所 に対 す る平均 得 点
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(1)MS得 点 と シュ ロ スベ ル グパ ター ン

対象 グル ー プ別 のMSの 統 計 値 を表2-4に 示 した 。

表2-4対 象 グループ別のMSの 統 計値

対象 グルー プ 平 均 値 標準偏差 人 数

看護学校生徒(1回 目) 9.3 1.8 39人

看護学校生徒(2回 目) 10.2 2.1 39人

30代 の健康 な成人 9.1 1.5 15人

40代 の健康 な成人 9.0 2.1 12人

50代 の健康 な成人 7.6 1.5 7人

この結 果 か ら、健 康 で 感情 や 情動 が安 定 して い る ほ ぼ均一 な集 団 に対 して 、小 面

の検 査 を行 な った と考 え られ る。

各 対 象 者 の シ ュ ロ スベ ル グパ ター ンは 、表2-5の よ うに様 々 で あ り、 特 にMS

の高得 点 域(14-18点)、 低 得 点域(3-5点)の もの は集 団平 均 か ら外 れ た

シュ ロ スベ ル グパ タ ー ンを示 した 。

グルー プ につ い て は、 図2-5:No.2～ 図2-9:No.2の よ うに個 々 の場

所 で平 均 した シュ ロ スベ ル グパ ター ンは、性 別 、 年 齢 に関係 な く、 ほぼ一 定 で あ り、

横(行)、 縦(列)の 平 均 の シ ュ ロ スベ ル グパ ター ンにつ い て も同様 で あ る。

また 、看 護 学 生 の1回 目 と2回 目の パ ター ンは よ く一 致 して お り、経 時 変 化 に も

関 係 しな い。

そ して 、横(行)の 平 均 、つ ま り面 を上 、 中央 、下 に振 らせ る と、 それ ぞれ 軽 蔑、

愛 ・喜 び、恐 れ ・悲 しみ が シ ャー プ に出現 す る。 これ に対 し、 縦(列)の 平 均 、 っ

ま り面 を左 、 正面 、右 に振 らせ て もパ ター ンの違 い は顕 著 に 出現 しな い。

す な わ ち 、面 を上 下 に振 らせ る と感 情 投 影 に特 徴 が 表 わ れ 、面 を左 右 に振 らせ る

と感 情 投 影 が多 様 に な る。
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また、向 って左(曇 るの方向)は 、年代、調査時点で異 な り、 さらに、MSの 得

点 も高 くな ってい る。っ まり、不快感 はムー ドスケー ル と小面 の同 って左側か ら受

け る印象 と一致 す る傾向があ る。す なわち、対象者が 、面 の向 って左側か ら受 ける

印象 は、そ の時の ムー ドスケールに表れた得点を敏感 に反映 して いる。

それ に対 して、小 面の向 って右側 か ら受 ける印象 とMSの 得点 は高低 にば らっ き

が あ り、必ず しも一 致 しない。

結論 として、健康 な成人 には スタ ンダー ドの シュロスベル グパター ンが存在 し、

今回 それ を得 ることがで きた。

面を上か ら見 るか、正面か ら見 るか、下 か ら見 るかで受 け る印象が鋭 く異な って

いるこ とは、正面か ら顔 を合わせる、見下 される、見上 げ る場合 に受 ける気持 ちと

共通す る もので あ り、よ く理解 で きる。 また、子供 が成長 す る時 には常 に上を向い

て大人 を見 てお り、大人 は恐れや驚 きの対象 であることか らもこのパター ン変化 は

理解 される。 この ことか ら、 シュロスベルグパター ンの横の平均 は、根 源的、基本

的 な感情 である と考 え られる。

一方 、左右 に視線 を移す ことは、状況変化 に対応 した心理状態 を反 映す るもので

あ り、状況依存的 、状況反応的な感情で あるといえ る。

以上 の ことか ら、横 の平均 はより生理的、生物学的あ るい は基 本的な感情(内

因 的感情)を 投影 し、縦 の平均 はよ り情緒的、状況依 存的あ るい は反 応的な感情

(状 況反応 的感情)を 投影す るとい う解釈が成立つ。

従 って、横 のパター ンが スタ ンダー ドか らずれ る場 合 には、生 理的 レベルに基 づ

いた心理 的背景 が大 きく、縦のパ ター ンが スタンダー ドか らずれ る場 合 には、状況

に基 づいた心理 的背景 が大 きい。従 って、それに対応 した フ ィー ドバ ックのかけ方

が必要 とな る。

また、一般 に影 が付 いた場合 には、様 々な印象が表 れ、 シュロスベル グパ ター ン

は複雑 にな って くる。年代 が高 くな るにつれて快 一不快の双方の領域 にパ ター ンが

拡 が り、拒絶 一注意 の拡 が りが小 さ くな る。
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(2)MS得 点 の経 時 変 化 と シュ ロ スベ ル グパ タ ー ンの経 時 変化

表2-6にMS得 点 の 経時 変 化 と シュ ロス ベ ル グパ ター ンの経 時変 化 の 傾向 を示

した 。

これ は、健 康 な看 護学 生 に つ いて2回 に わ た って 行 な った 調査 結 果 の 変 化 を個 別

の例 で トレー ス した もの で あ る(2回 目 の調 査 は1回 目 のそ れ の29日 後 に実 施 し

た)。

経 時 変化 でMS平 均 得 点 域 か ら高 得 点 域 に変 化 す る例 は シュ ロ スベ ル グパ ター ン

の変 化 を必 ず伴 う。

また 、平 均 得 点 域 内で 変 化 した例 で あ って も、 シュ ロス ベ ル グパ タ ー ンの変 化 を

伴 う。

低 得 点 域 へ の変 化 で あ って も シュ ロスベ ル グパ タ ー ンの変 化 が 見 られ る。

す なわ ち、 シ ュ ロ スベ ル グパ ター ンの変 化 はMS得 点 の変 化 よ り も敏 感 に感 情 の

変 化 や深層 を反 映 す る こ とが で きる とい え る。

(3)シ ュ ロス ベル グパ ター ンの安 定 性

健 康 成 人 の シュ ロ スベ ル グパ タ ー ンに は ス タ ンダー ドが存 在 し、性 、年 齢 、経 時

変 化 に対 し安 定 で あ る こ とを述 べ た。 しか し、そ の 中 に も年 代 、経 時 変 化 に対 して

パ ター ン変 化 が 少 な い もの とそ うで な い もの とが あ る。

変 化 が少 な い もの を安 定 性 が高 い と して 、 シュ ロ スベ ル グパ タ ー ンの安 定 性 の順

位 を表2-7に 示 した 。

安定 性 の順 序 は、 影 にっ い て は 「影 な し→ 影 あ り」 、 行 にっ い て は 「中央 の行 →

下 の行 → 上 の行 」 、 列 にっ い て は 「正 面 の列 → 右 側 の 列→ 左 側 の列 」 の順 で あ り、

最 も安 定性 の高 いパ ター ンは 「形 な し、正 面 、中 央(ス ラ イ ドNo.1)」 で あ る。

逆 に最 も安 定 性 の低 いパ ター ンは 「左 影 、左 側 の列 、 上 の 行(ス ライ ドNo.22)」

で あ る。

安 定 性 の高 い パ タ ー ンは、 内 因 的 感情 を 、低 い パ ター ンは状況 反応 的 感 情 を投 影

して い る。
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表2-5 健康 な対象者 にお ける 「MS得 点」 と 「小面 か ら受 け る気持ち」 との対応

関係

MSの 得点 小 面 か ら受 け る気 持(シ ュ ロ スベ ル グ パ ター ンの特 徴)

(a)「 不快領域」が相対的 に広 い ○

不快な ま た は シ ャ ー プ な パ タ ー ン

気分 高得点域 (b)「 快領域」が相対的 に広 い ○

ノ＼
(14-18点) ま た は シ ャ ー プ な パ タ ー ン

(c)「 不 快 、快 領 域 」 両 方 に広 が る ○

ま た は シ ャ ー プ な パ タ ー ン

(d)「 わか らな い」 が 多 いパ ター ン ×

(a)「 不快領域」 が相対的 に広い ○

ま た は シ ャ ー プ な パ タ ー ン

平均得点域 (b)「 快領域」 が相対 的に広 い ○

(6-13点) ま た は シ ャ ー プ な パ タ ー ン

(c)「 不 快 、快 領 域 」 両方 に広 が る ○

ま た は シ ャ ー プ な パ タ ー ン

(d)「 わ か らな い」 が 多 い パ ター ン ×

(a)「 不快領域」が相対 的に広 い ○

ま た は シ ャ ー プ な パ タ ー ン

Ψ 低得点域 (b)「 快領域」が相対 的に広 い ○

快 な (3-5点) ま た は シ ャ ー プ な パ タ ー ン

気分 (c)「 不 快 、 快領 域 」 両 方 に広 が る ○

ま た は シ ャ ー プ な パ タ ー ン

(d)「 わか らな い」 が 多 い パ ター ン ×

○:有 ×:無

54



表2-6健 康 な看護学生 にお ける 「MS得 点 の経時変化」 と 「小面 か ら受 け る気持 の

経時変化」 との対応傾向

小面 か ら受 ける気持 の変化
MS得 点 の変化

シュ ロスベ ル グパ ター ン の変 化 有 無

不快な気分

(a)「 不快領域」へ の相対 的拡大 ○ ×木

高得点域 高得点域 ハ'ターンの 有 無

(14-18点) (14-18点) (b)「 快領域 」への相対 的拡大 ○ ×

ハ'ターンの 有 無

(c)「 不快、快領 域」両方 に拡大 ○ ×

又 は縮 小 す るハ●ターンの有 無

(d)「 わ か らな い」 の増 加 の有 無 ○ ×

(a)「 不快領域 」への相対 的拡大 ○ ×

平均得点域 平均得点域 パ ターンの有 無

(6-13点)

一 →
(6-13点) (b)「 快領域 」への相 対的拡大 ○ ×

パ ターンの有 無

(c)「 不快、快領域」両方 に拡大 ○ ×

又 は縮 小 す るハ'ターンの有 無

(d)「 わ か らな い 」 の増 加 の有 無 ○ ×

(a)「 不快領 域」への相対 的拡 大 ※ ※

低得点域 低得点域 パ ターンの 有 無

(3-5点) (3-5点) (b)「 快領域」への相対的拡大 ○ ※

パ ターンの有 無V

快な気分 (c)「 不快 、快領域 」両方 に拡大 ※ ※

又 は縮 小 す るハ'ターンの有 無

(d)「 わ か らな い 」 の 増加 の有無 ※ ※

○:有 ×:無 ※:顕 著 で は な い、又 は不 明
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表2-7年 代 、時 間 経 過 で見 た シュ ロ スベ ル グ パ ター ンの安 定 性

一 パ タ ー ン変化 の少 な い もの ほ ど安 定 して い る一

行の安定性 列の安定性 個別写真の 個別写真で見た安定性

影の付 き方 (パ ターン変 化 の少 な さの順 位)

(1)正 面 の列 ①影 な し 1位(パ ターン変 化:小)

②左影 一

③右影 一

1.中 央 の行 ④上影 3位

⑤下影 3位

(2)右 側 の列 ①形 な し 2位

皿.下 の 行 ②左影 一

③右影 一

④上影 一

⑤下影 一

皿.上 の行

(3)左 側 の列 ①影な し
一

②左影 最 も安 定 して い な い(ハ'タ ーン変 化:大)

③右影 一

④上影 一

⑤下影 一

安 定性 の順 位: (1)一 ① 一(1、ll、 皿1)

(2)一 ① 一(1、 ∬ 、 皿)

(1)一 ④ ⑤ 一(1、ll、m)

(3) ② 一(1、ll、 皿)

56



(4)ま と め

(a)健 康 な成 人 の感 情 は、小 面 に印 象 を 投影 す る こ とで 明 らか に な り、 シ ュ ロ スベ

ル グパ ター ンで分 析 で き る。 そ れ はMSよ り も敏 感 で あ る。

(b)健 康成 人 に は 、 ス タ ンダ ー ドの シュ ロ スベ ル グパ ター ンが存 在 す る こ とが 判 明

し、 そ れ を得 る こ とが で きた 。

(c)シ ュ ロ スベ ル グ パ ター ンは一 般 に安 定 で あ るが 、 そ の中 に も階 層 が存 在 す る。

(d)安 定 な シュ ロス ベル グパ タ ー ンは 内因 的 な心 理状 態 を投影 し、 不 安 定 な シュ

ロ スベ ル グパ ター ンは状 況 反 応 的 な心 理 状 態 を投影 す る。

(e)以 上 を総 合 して 非言 語 的 な心 理 レベ ルの 異 常度 と フ ィー ドバ ック のか け方 を構

造 化 す る と図2-10の よ うに な る。
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心 理的に

異常 な状態

また は重症度

‡

講 麟 傾向

右側の列 、影な し、

上中下 の行 を見 せ る

ス タ ンダー ド

囲 内 か?

YES

正面 の列、上影 、下影 、

上中下 の行 を見 せる

スタ ン ダー ドの

囲 内 か?

YES

左側の列、左影 、

上中下 の行 を見せ る

小　
向

的
傾

応
害

反
障

況
情

状
感

この調 子 を保 ち ま し ょ う

問題 な し(KeepYourOwn)

回路ll

(アドパ イサニ 系)の

フ仁 ドパ ックの か け方

大

Ψ

小

回路1の

フ仁 ドパ ックの

か け方

小

A

ーΨ

大

図2-10非 言 語 的 な心 理 レベ ル の異 常 度 と フ ィー ドバ ックの か け方
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3.脈 拍 とそ の ゆ ら ぎに よ る身 体 言 語 パ ラメー タの デ ー タ化 とそ の 蓄積

3.1目 的

本 事 業 で 提 唱 して きた健 康 の 自 己管 理 モ デ ル に は、精 神 心 理 状 態 お よび生 理 的状 態 が

個 と外 界 の境 界 で あ る体 表 面 に あ らわ れ る とい う基 本思 想 が あ る。

この考 え方 に基 づ き、指 の表 面 か ら脈 拍 とそ の ゆ らぎを 測定 し、心 理 、生 理 状態 の変

化 の特 徴 を と らえ、 健 康 の 自己管 理 モ デ ル に お け る生 理 レベ ルの デー タベ ー ス{(A2)

一③}を 作 成 す る こ と を 目的 と した 。

そ の た め に 、以 下 の こ とを 具体 的 目的 と した。

(1)昨 年 度 事 業 で作 成 した 身 体言 語 パ ラ メー タ セ ン シ ング シ ステ ム製 作 仕 様 書 に基 づ き、

必 要 な ハ ー ドウ エ ア を製 作 す る。

(2)デ ー タセ ン シ ング お よび 解析 ソ フ トを 開発 す る。

(3)(1)(2)を 用 いて 、脈 拍 と その ゆ ら ぎを測定 、解 析 し、 安定 性 や妥 当 性 を検 討 す る。

(4)以 上 か ら、 シ ステ ム に組 み入 れ る場 合 の デ ー タベ ー ス化 を行 な う。

3.2ハ ー ド ウ エ ア

昨 年 度 の 製作 仕 様 書 に も とつ いて 作 成 ・使 用 した ハ ー ドウェア は次 の4種 で あ る。

(1)脈 波 セ ンサ ー

(2)演 算 増 幅器

(3)A/Dコ ンバ ー タ

(4)脈 波 デー タ解析 用 エ ン ジニ ア リング ワー ク ス テー シ ョ ン(EWS)

(1)脈 波 セ ンサ ー

脈 波 セ ンサ ー は、 指 向性 が鋭 い一 対 の赤 外 線 発 光 ダ イオ ー ドと、 フ ォ ト トラ ンジ スタ

によ って構 成 され て い る。

発 光 ダイ オ ー ドか ら出 た赤 外線 は指 尖 部 に侵 入 し、 そ の一 部 は フ ォ ト トラ ン ジス タへ

反射 され 、反 射 光 の情 報 を電 圧 の 形 で 取 り出 す こ とが で き る。 こ の反 射 光 は、 指尖 部 の

血 管 に あ る血 量 に よ って 左 右 され る。
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この セ ンサ ー はか な り感度 が高 く、外 乱 に よ る影響 を受 け やす い。

また 、発 光 部 ・受 光 部 は適 度 な圧 力 で 指尖 部 に密 着 す る必 要 が あ るた め 、 スポ ン ジで

作 られ た ケ ー ス(約3cm×3cm×7cmの カ ブ)に 収 め た。

(2)演 算 増 幅 器(オ ペ ア ンプ)

フ ォ ト トラ ン ジ スタ で得 られ た指 尖 部 の脈 波 情 報 は 、最 大値(Peak-Peak)が1mV

(ミリポ ルD程 度 しか な い。 そ こで 、演 算 増 幅 器 に よ ってA/Dコ ンバ ー タ の最 大 入 力電

圧近 くまで 増 幅 す る必 要 が あ る。'入力 電 圧 が 小 さ い と、A/D変 換 す る際 に量 子 化 ノイ

ズが顕 著 に な る場 合 が あ り、 デ ー タ の信 頼性 が失 わ れ るか らで あ る。

この増 幅 部 は3個 の演 算増 幅器 に よ って構 成 され 、入 力 保護 部 や ハ ム フ ィル タ等 を内

蔵 して い る。

出力 はOV(セ"aボ ルト)を 基準 と して 、最 大 ±8Vを 出す こ とが で き る。

電 源 は 、AC100Vを ノイ ズフ ィルタ を介 し、 トラ ンスで降圧 して3端 子 レギ ュ レー

タで 安 定 化 を は か って い る。

(3)A/Dコ ンバ ー タ

A/Dコ ンバ ー タ は バ イ ポー ラ動 作 、 最 大 入 力 電圧 ±10V、 分 解 能12bitの もの を

使用 した 。 、

A/D変 換 され た デ ー タ はい った ん この コ ンバ ー タ内 に保持 され 、脈 波 デ ー タ解 析部

か らの デ ー タ転 送 命 令 に よ り2,048サ ンプ ルず っ送 出 され る。

(4)脈 波 デ ー タ解 析 用 エ ン ジニ ア リン グ ワー ク ステー シ ョン(EWS)

脈 波 デー タ解 析 部 に は 、SONY社 製 のUNIX・EWS(NWS-1750)を 使 用 した。

このEWSは 約4.3MIPSの 処 理 能 力 を も って い る。

脈 波 の 解 析 デ ー タ表 示 に はXwindow対 応 のTEK4014端 末 エ ミュ レー タを 使 用 した。
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(5)各 装置の諸元

(a)UNIX・EWS

プ ロセ ッサ ー

メイ ンプ ロ セ ッサー

ク ロ ック周 波数

MMU内 蔵

浮 動 小 数 点 コ プ ロセ ッサ ー

ク ロ ッ ク周 波数

メ モ リー

NWP-1750

キ ャ ッ シ ュ メ モ リ ー

メ イ ン メ モ リ ー

2次 記憶装置

フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イ ブ

ハ ー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブ

ス ト リ ー ミ ン グ テ ー フ。ド ラ イ ブ

(b)A/Dコ ン バ ー タ

ア ナ ロ グ 入 力 部

チ ャンネル数

入 力形式

入力 イ ンピーダ ンス

入力 オフセ ット電圧

入力バ イアス電流

ゲイ ン誤差

ゲイ ン温度係数

絶対最大入力電圧範囲

MC68030RC25

25MHz

MC68882

25MHz

RC25

16Kバ イ ト

8Mバ イ ト

パ リ テ ィ ー チ ェ ッ ク 機 能 付 き

3.5イ ン チ2Mバ イ ト(unformat時)

5.25イ ン チ:286Mバ イ ト

125Mバ イ ト

チ ャ ン ネ ル 間 サ ン プ リ ン グ ス キ ュ ー

チ ャ ン ネ ル 間 ク ロ ス トー ク

8

シ ン グ ル エ ン ド

1MΩ

0.5mVmax

O.3nAmax

±0.2%max

±50ppmmax

±18V

±400nS

O.006%@DC

max
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A/D変 換部

入力電圧範囲

分解能、変換時間

直線性 誤差

差動直線性誤差

ゲイン温度係数

オフセ ッ ト温度係数

一

タイムベー ス確度

分解能

設定範 囲

バ ッフ ァー メモ リー部

記 憶 容 量

記 憶 ス ペ ー ス分 割 数

ア ロケ ー シ ョン

ホ ス トイ ン ター フ ェー ス部

バ イ ポ ー ラ ±10

12bit8μS

±1/2LSBmax

±1/2LSBmax

±30ppm/℃/FSmax

±20ppm/℃/FSmax

±100ppmmax

1μS

2147secmax

512K

4096max

ダ イ ナ ミ ッ ク

RS-232C非 同 期9600baud

(6)各 装置 の設置状況

図3-1装 置 の設 置状況
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3.3ソ フ ト ウ ェ ア

脈 波 解 析 シス テ ム はす べ てC言 語 で 作成 され 、以 下 の プ ロ グ ラム群 が らな る。

(1)FFT解 析 プ ロ グ ラム

(a)A/Dコ ンバ ー タ オ ン ラ イ ン部

この オ ン ライ ン部 は コマ ン ド送 信部 とデ ー タ受 信 部 に分 け る ことが で きる。

コマ ン ド送 信 部 は 、A/Dコ ンバ ー タに対 しサ ンプ リン グ タイ マ の設 定 や 変 換 開

始 を指示 す る部分 で あ る。

サ ンフ.リン グ タ イマ は5ms固 定 と し、 サ ンプ リング数 は2,048か ら20.480

まで 、2,048個 単 位 で指 定 で き るよ うに した 。(プ ログ ラ ム起 動 時 の オ プ シ ョン

指 定 で サ ンプ リ ング回数 を1～10回 と指 定 す る)'

従 って 、 サ ンプ リ ング最 小 時 間 は10.24sec、 最 大 時 間 は102.4secと な り、

解 析 で きる最 大 周 波 数 は、 サ ンプ リン グ定 理 よ り(1/0.005/2)、100Hzと な る。

デ ー タ受 信 部 は 、A/Dコ ンバ ー タ か ら送 られ て くる デ ィ ジタル デ ー タを 受 信

し、 そ れ を倍 精 度 の数 値 に変 換 す る処 理 を受 け持 つ。 異 常 応 答 の処理 部 な ど もこ

の オ ン ライ ン部 に 含 ま れて い る。 デ ー タ転 送 速 度 は9,600baudと した 。

オ ン ラ イ ン部 の一 部 の リス トを以下 に示 す 。

fPuts(lltmr5mll,fi)w);/imα ア』168αmp'輌 η9timer8e£*/

fPutc(OxOd,fPw);/・d・m輌11輌 ¢e・ ・/

・e・em(1);/・ …P・ πce・ec・ 輌…nd鞠01襯 ・ 弄re・ ε・ρ・π ・/

垣 ・i・tf( .・td…,"d・t・ …ve・t・ ＼・");

dc=MAXDATA*1st;

恥rintf(stdeπ,llwait:%6.2flsl%dDFTtimes＼n",dc*0.005,lst);

it・a(dc,cvc);

伽ts("c・nvOO",fpw);声data8αmp'迦 ・∫ ・/

品r(ct=0;cvclct】!='＼0';ct++)

fl)utc(CVC【ct】,fPW);

fPutc(OxOd,fpw);

・ecem(1);〆 ・・3ρ・冗ce讐ceわ ・ ・nd物01晒`・ 声1・ … ρ・π ・/

fprintf(stderr,'`DFTstart.!(convertdatareceive)＼n");
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(b)HanningWindow処 理 部

本 来 のFFTは 無 限 長 の デ ー タを解 析 対 象 とす る が、 コ ン ピュ ー タで これ を 行

な う こと は不 可 能 で あ る。 そ こで 、無 限 長 の連 続 デ ー タか ら任 意 の有 限 のN個 の

デー タを 切 り出 して解 析対 象 とす る。 これ が離 散 的 フー リエ変 換(DFT)で あ

る。 この場 合 、 も しデー タが 周期 を も って いて も、Nが そ の周 期 の整 数 倍 に な る

こと は特 に意 図 した場 合 を 除 いて 、 あ りえ ない。

従 って 、切 り出 した 区 間 の 最初 と最 後 をっ な いで も不連 続 と な る。

DFTで は、 現 象 を周期Nを もっ無 限 の系列 とみ な して 解析 す る ので 、 不 連 続

部 分 は高 い周 波 数 成 分 の ノ イ ズ と して表 わ れ る。 これ を避 け るた め に、 切 り出 し

部 の最 初 と最 後 の部 分 を0(ゼ ロ)に す る よ うな 「窓(Window)」 をか け る こ と に

よ り、 そ の影 響 を少 な くす る こ とが行 な わ れ る。 この ウ ィ ン ドウ処 理 に は三 角 窓、

Hanning窓 、Hamming窓 等 が あ るが 、今 回 はHanning窓 処 理 を採 用 した 。

Hanningの 窓 、h、_は 、 次 式 で与 え られ る。

hbenn(k)=(1/2)(1-cos(2πk/N))

プ ログ ラム起 動 時 の オ フ.シ ョ ン指 定 に よ って 、受 信 した2,048個 の デ ー タ に

Hanning窓 処 理 を ほ ど こす 。

(c)受 信 デー タ 書 込 部

A/Dコ ンバ ー タか ら送 られて きた デ ー タを 、後 述 す る ター ケ ン スプ ロ ッ ト等

に使 用 で きる よ う、FFT処 理 を行 な う前 に フ ァイ ル化 す る処 理 を行 な う と ころ

で あ る。 この フ ァ イル はa11.waveと い う名 前 で 、 デ ィ レ ク トリ/usr/tmpに 作

成 され る。 受 信 した脈 波 デー タ を以下 に示 す 。

図3-2・ 受 信 した 脈 波 デ ー タ の例
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グ ラ フ に お け るX軸 上 の 記 載 は 、x軸 、y軸 の 目 盛 の 性 質 と そ れ ぞ れ が と る

値 の 範 囲 を 示 す 。(以 降 、 す べ て の グ ラ フ に 共 通)

(例)0-x-1200:x軸 は 通 常 目 盛 で 、0～1200の 値 を と る 。

-2000-y-2000:y軸 は 通 常 目 盛 で
、-2000～2000の 値 を と る 。

1-logx-1024:x軸 は 対 数 目 盛 で 、1～1024の 値 を と る 。

1-logy-1000:y軸 は 対 数 目 盛 で 、1～1000の 値 を と る 。

(d)FFT解 析 部

先 にHanningWindow処 理 部 の項 で 述 べ た こ とだが 、正 確 に はDFTを 行 な う

と ころ で あ る。

フー リエ変 換 は次 式 で 表 わ され る。　
∫(t)=α 。+Σ(anC・snωt+b。sinnωt)式(1)

九二 エ

DFTの 式 を デ ー タ数 が2の 場 合 に っ い て解 くと、加 減 算 の み を用 い て行 な う

こ とが で きる。 乗 除 算 が 入 らな い こ とは コ ン ピュー タ処 理 に と って実 行 速度 の 向

上 に つ な が り非 常 に都 合 が よ い。 この性 質 を利 用 した の が基 数(Radix)2のDFT
'
と呼 ば れ る処 理 で あ る。

た だ し、 このDFTに 与 え るデ ー タ は2の べ き乗 で な け れ ば な らな い。 デ ー タ

数2,048は2の べ き乗 で あ る とい う こと と、1回 のFFTで10秒 程 度 のデ ー タ

を観 測 した い とい うこ と等 を 考慮 して決 定 した。

デ ー タ数 が2の 場 合

Gω 一÷曇 罐 ここでV,・)

wＬv

θ(・)一÷(・(・)吟+・(・)昭)

1
=5(9(o)+9(1))

θ(・)一÷(・(・)昭+・(・)吻

1
=5(9(o)+9(1)w2)

コ　ア

W、 一 ・-1':2-.,一 ・㌔ 。。,π.」,i。 π 。.、

G(・)==;(・(・)+・(・))

G(・)一;(・(・)一 ・(・))
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(e)パ ワー スペ ク トル算 出 部

FFT結 果 は複 素 数 で 、式(1)のSinとCosの 成 分 を そ れ ぞ れ実 数 部 と虚 数 部 に

含 ん で い る。 こ こで は 、下 式 に従 ってパ ワー ス ペ ク トルを 算 出 す る処 理 を行 な っ

た。

パ ワ ー ス ペ ク ト ル=実'ロ2十Etl,
.ロ2

(f)FFT平 均 化 部

た だ1回 のFFT解 析 だ け で は ノ イ ズ等 を 含 ん で お り、 この デー タの み を見 て

スペ ク トル を論 ず るの は危 険 で あ る。

そ こで 、各 々 のFFT結 果 を平 均化 して ノイ ズの低 減 を はか る。

こ の平 均 化 の 回数 は サ ンプ リング数 に応 じて 自動 的 に設 定 され る。 この処 理 の

後 、 グ ラ フ化 す るが 、 この た め の プ ロ グ ラムは作 成 せず 、TEK-4014エ ミュ レー

タ上 でUNIXのgraph,plotコ マ ン ドを使 って実 現 した。

解 析結 果 の一 部 を下 図 に示 す。X,y両 軸 は対 数 プ ロ ッ トで 、X軸 が周 波 数 、

y軸 が パ ワー とな って い る。

図3-3脈 波 の パ ワ ー ス ペ ク トル
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(2)タ ー ケ ン ス プ ロ ッ トに よ る カ オ ス ア ト ラ ク タ ー 作 画 プ ロ グ ラ ム

ター ケ ンスプ ロ ッ トと は、 あ る一 定 の 時 間 間隔 を もって デ ー タX(t)を サ ンフ.リ ン

グ し、 それ を グ ラフ上 に プ ロ ッ トす る方 法 を い う'。

これ に よ って 、最 終 的 に は4次 元 の埋 め込 み まで 行 な い、 明確 な 構 造 を 持 つ カオ スア

トラ クタ ー を得 る こ とが 出来 た 。 カ オ ス に関 す る簡 単 な 解 説 を下 表 に ま とめ た 。

表3-1カ オ ス と カ オ ス ア ト ラ ク タ ー

ス ト レ ン ジ ア ト ラ ク タ ー

カ オ ス ア ト ラ ク タ ー

(カ オ テ ィ ッ ク ア ト ラ ク タ ー)

決定論的に生成 され るランダムネ ス(無 秩序性)

で、多 くの秩序構造 を内包す る もの。

システムの挙動 が落着 く先 であ り、状態空間 の

長期 の挙動 を特徴 づけ る幾何図形 の こと。

カオスの基礎 にある幾何学 的形 態、 トポ ロジー。

巨視的 に見 ると、一枚 の滑 らかな曲面 ではな く

フラクタル的 に何重 にも折 り畳 まれた曲面。

(a)2次 元 ター ケ ン スプ ロ ッ トに よる カ オ スア トラク タ ー作 画 プ ロ グ ラム

デ ー タを2次 元 に埋 め込 む 時 、 グ ラ フのx軸 には 最初 の デ ー タx(t)、Y軸

に は一定 時間 間 隔 τへ だた った デー タx(t+τ)を 割 り付 け る。(tを 全 サ ン

プ ル に対 して 動 か し作 画 す る。)

当初 、我 々 は脈 波 の ピー ク を平 滑化 微分 法 を用 いて 検 索 し、 プ ロ ッ トしよ う と

した が(い わ ゆ る ロー レ ン ツ プ ロ ッ ト)、 明 らか な構 造 を 見 る こと はで きな か っ

た 。 これ は、 も との デ ー タ を支 配 す る隠 れ た法 則(ル ー ル)の 次 元 が 高 い こ とを

意 味 す る。

そ こで 、脈 波 デ ー タを一 定 の 時 間間 隔 で サ ンプ リン グす る方 法(い わ ゆ る タ

ー ケ ンス プ ロ ッ ト)を 採 用 した と ころ、 図3-4に 示 す よ うな ア トラク ター を 得

る こ とがで きた 。

「一定 の間 隔 」 はサ ンプ リ ング間隔 の10倍 、50msと した。
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図3-42次 元 タ ー ケ ンスプ ロ ッ トに よ るカ オ スア トラ クター の例

(b)3次 元 ター ケ ン スプ ロ ッ トに よ る カ オ スア トラク ター 作 画 プ ロ グ ラム

次 に我 々 は 、3次 元 の ア トラクタ ー を描 くこ とを試 みた 。3次 元 の各 軸X,Y,

zに 対 応 す る デ ー タは 、x(t),x(t+τ),x(t+2τ)と した 。

τの間 隔 は2次 元 タ ー ケ ンスプ ロ ッ トと同 様 に50msと した 。3次 元 空 間か

ら2次 元 平 面 へ の変 換 方 法 と、実 行 結 果 を下 図 に示 す 。

3次 元 →2次 元 へ の変 換 は次 の式 を用 いた 。

X=ycOSβ 一一.XCOSαY=Z-Xtanβ

図3-53次 元 タ ー ケ ン ス プ ロ ッ トに よ る カ オ ス ア ト ラ ク タ ー の 例
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(c)4次 元 ター ケ ン スプ ロ ッ トに よ るカ オ ス ア トラ クター 作 画 プ ロ グ ラム

3次 元 で描 い た ア トラ ク ター は心 身 状 態 の特 徴 を かな り良 く反 映 して い るが 、

ア トラク ター の構 造 そ の もの は も っと次 元 が高 い よ うで あ った た め 、4次 元 ア ト

ラ ク ター の作 画 を試 み る こ と に した。

4次 元 の各 軸X,Y,Z,Wに 対 応 す る デー タは(x),(x+τ),(x+2τ),

(x十3τ)と したo

この プ ロ グ ラ ムは4次 元 か ら3次 元 へ の変換 、3次 元 か ら2次 元 へ の 変 換 の2

つ の主 要 部分 か らな る。

4次 元 →3次 元 へ の変 換 は次 の式 を用 い た。

x"=三x_ど と
Ay

nln3
z"=

β

γ"_ど 旦x+ど 竺 γ_三z
、48 、4B8

n2n4n3n4

x十 －Y十z-BYV

Bz

この式 で得 られ た3次 元 空 間座 標(X",Y",Z　 )を さ らに3次 元 →2次 元

へ と変換 す るが 、 この変 換 は3次 元 ター ケ ン スプ ロ ッ トの変 換 式 を 用 い た。

そ の 実行 結 果 を下 図 に示 す 。

図3-64次 元 ター ケ ン スプ ロ ッ ト(2次 元 へ 変 換)に よ る カ オ ス ア トラク ター の例
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3.4脈 拍 とそ の ゆ ら ぎの測 定 と分 析 結 果

(!)測 定 方 法

カ ブ は左 指 に は め 、脈 波 を102.4秒 間(DFT平 均 回数10回 、 サ ンプ リング数20,480)

測 定 した。

(2)パ ワー スペ ク トル

下 図 は色 々 な心 身 状 態 の に対 応 して測 定 した脈 波 のパ ワ ー スペ ク トル の例 で あ る。

これ らの ス ペ ク トル は状 態 に よ りわ ず か に傾 きが 違 い 、 そ の傾 きは 「fの α葉 分 の1」

の よ うに見 え る。 しか し αの決 定 は 恣意 的 で あ り、心 身 の 状 態 を決 定 す るた め に αだ け

を用 い るに は情 報 量 が少 なす ぎる。

図3-7.脈 波 の パ ワ ー ス ペ ク トル の 例

(3)タ ー ケ ン スプ ロ ッ ト

我 々 は、 当初 、脈 波 の パ ワー スペ ク トルか ら1/fゆ ら ぎを測 定 しよ う と した が 、 そ

れ に は多 量 の デー タが 必 要 で あ り、 さ らに同 じ状 態 で長 時 間 測定 しな け れ ば な らな い た

め、 意 味 を持 つ1/fゆ ら ぎを測 る こと は非 常 に困 難 で あ る こ とが分 った 。

しか も、 その デ ー タか ら周 波数 ゼ ロ付 近 の スペ ク トルの 傾 きを見 てfの べ き数 を 決定

す る こ と は きわ め て 不 正 確 で あ り、仮 に決 定 で きた と して も1っ の パ ラ メー タ しか得 る

こ とが 出 来 ない 。
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従 って1/fゆ らぎを測 定 す る よ りは 、脈 拍 の 時 間変 化 を もた らす 法 則 の構 造 性 を調

べ る方 が 、 よ り多 くの情 報 を 得 る こ とが で き る と判 断 した 。 その よ うな法 則 が 背 後 に あ

って脈 拍 が 出 て い る と考 え られ るか らで あ る。

脈拍 は1つ の現 象 で あ る。 その 脈 拍 の ゆ ら ぎを支 配 して い るルー ル を抜 き出す 一 つ の

方 法 と して ター ケ ン スプ ロ ッ トを採 用 して 、 そ の背 後 に あ る法 則 を幾 何学 的 な構 造 と し

て表 現 す る こ と に し、 そ の抽 出 と表 示 に成功 した 。

分 析 の 結 果 、 脈拍 の ゆ ら ぎの幾 何 学 的 構造(ト ポ ロ ジー)を 表 わ して い るカ オ ス ア ト

ラクタ ー(ス トレ ン ジア トラ クタ ー=決 定 論 的 な カ オ ス)が 、通 常 の安 静 時 、睡 眠 時 、

飲 酒後 、計 算 時 、疲 労 困 ぱい 時 、不 安 時 で異 な って い る こ とが分 った 。

2次 元 ～4次 元 で 、 心 身 の 状態 に 対応 した タ ー ケ ンス プ ロ ッ トに よ るカ オ ス ア トラ ク

タ ーを 図3-8に 示 した。

(4)タ ー ケ ンスプ ロ ッ トに よ る カ オ ス ア トラ ク ター の特 徴

2次 元 の ター ケ ン スプ ロ ッ トに よ る カ オ ス ア トラ ク ター の特 徴 は、 基本 的 に は メ ビ ウ

スの帯 の よ うに見 え る図形 を左 上 方 へ傾 けた 形 を して い るが 、大 き く3種 に分 類 で きる。

(a)ほ ぼ単 純 な 、 メ ビ ウスの 帯 的 にみ え る もの。

(b)(a)と 似 て い るが 、右 上 が りの直 線 部 に小 さ く渦 を まい た構 造 が 多数 見 られ

る も の。

(c)全 体 が右 上 が りの直 線 方 向 に絞 め っ け られ た よ うな構 造 を もっ もの。

また 、集 中 した時 は ア トラク ター の ボ リュー ム そ の もの が 縮 ん で い る。

ただ し、2次 元で は構 造 が 縮 退 して いて 、2次 元 の ベ ク トル場 と して は整 合 性 が な い。

これ は、 もとの ア トラ クタ ー が3次 元 以 上 で あ る こ とを意 味 して い る。

そ こで 、 次 に3次 元 の タ ー ケ ンス プ ロ ッ トを取 った。

3次 元 の全 般 的 な特 徴 と して は 、 メ ビ ウス の帯 の よ うな もの が 、 あ る軸 の方 向 に スク

リュー状 に巻 いて い る構 造 を もって い る。

心身 の状 態 との対 応 は以下 の よ うで あ る。

飲酒 後:複 雑 な構 造 が 無 くな って い く傾 向 に あ り、 比 較 的単 純 な構 造 にな り、広

が る。
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計 算 時:複 雑 な構 造 が 付加 され て い るよ うに見 え る。 また 、 ス ク リュー構 造 が 激

しさを増 す傾 向 にあ る。

集 中 時 は、 ア トラ ク ター の ボ リュー ムそ の ものが縮 んで い る。

4次 元 の全般 的な特徴 はク ライ ンの壼 の よ うな構造 があ るので はないか と推察 される。

飲酒後:無 構造化 して い く傾向 にある。

計算時:普 通 の状態で局所化 して いた ア トラクターに立体感 が付 くように見 え る。

これ は、4次 元 の軸方向 の運動成分が多 くな った ことを示 してい る。

集中時は、ア トラクターの ボ リュームその ものが縮んでい る。

(5)ま とめ

(a)脈 拍 の ゆ ら ぎの測 定 か らカ オ スア トラク ター を抽 出 し、 幾 何 学 的 な構 造(ト ポ

ロ ジー)と して表 現 す る こ とに成 功 した 。

(b)こ の カ オ スア トラク タ ー に よ って 、意識 的 な意 味 で 情 報 処 理 を や って い る状 態

とそ うで な い状 態 との違 い を識 別 出来 る ことが発 見 され た 。

(c)ま た 、 心身 の状 態 に対 応 して カ オ ス ア トラク ター の構 造 に は共 通 点 が あ るが 、

同 じ状 態 に あ って も、個 人差 が存 在 す る こ とが分 った。

(d)こ の カ オ ス ア トラ クタ ー はg生 理 、心 理 レベ ル の身 体 言 語 パ ラ メー タ と して 有

用 で あ り、 か つ デ ー タベ ー ス化 す る こ とが可 能 で あ る こ とが分 った。

(e)従 って 、健 康 の 自己 管理 モ デル にお いて 、 ユ ーザ ー 自身 が ア クセ ス して フ ィー

ドバ ックす る回路(回 路1)に 使用 す る ことが 出来 る。

(6)カ オ ス ア トラ ク ター の 図

以 下(図3-8)に 心 身 の 状 態 に対応 した カオ スア トラ クタ ー を 図 示 した。

各 図 の右 下(図 に よ って は左 上)に は、 測定 対 象者 別 に そ の時 の心 身 の 状態 と表 示 の

次 元 を示 した。

対 象 者 特 性(対 象 者 名 一そ の時 の心 身 の状 態 一表示 の次 元:A氏 一安 静 時 一2次 元等)

は、次 の とお りで あ る。

① 対 象 者 名:A、B、C、D、E氏

② 心 身 の 状 態:安 静 時 、 計 算 時 、飲 酒 後 、 睡眠 時 、疲 労 時 、不 安 時

③ 表 示 の 次 元:2～4次 元
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、

A－ 飲 酒 一2次 元

図3-8心 身 の状 態 に対 応 した カ オ スア トラク ター
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A－ 安 静 一3次 元 A－ 計 算 一3次 元

図3-8心 身 の状 態 に 対 応 した カ オ スア トラ クタ ー
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A－ 計 算 一4次 元

図3-8 心 身 の状 態 に対 応 した カ オ ス ア トラク タ一
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図3-8心 身 の状 態 に対応 した カ オ ス ア トラ ク ター
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図3-8

B－ 疲 労 一2次 元

心 身 の状 態 に対 応 した カ オ スア トラ ク ター
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B－ 計 算 一3次 元

図3-8

C－ 安 静 一3次 元

C－ 計 算 一3次 元

心 身 の状 態 に対応 した カ オ ス ア トラク ター
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B－ 安 静 一4次 元

懸

B－ 疲労 一4次 元

図3-8心 身 の状 態 に対 応 した カ オ スア トラク ター
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図3-8心 身 の状 態 に対 応 した カ オ スア トラ ク ター
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E－ 安 静 一2次 元

E-t
,算 一2次 元

図3-8心 身 の状 態 に対 応 した カ オ ス ア トラ ク タ一
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D－ 安 静 一3次 元

図3-8

◆

E－ 安 静 一3次 元

心 身 の状 態 に対 応 した カ オ ス ア トラ クタ一
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E－ 安 静 一4次 元

D－ 飲 酒 一4次 元

図3-8心 身 の状 態 に対 応 した カ オ ス ア トラ クタ ー
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図3-8 心 身 の状 態 に対 応 した カ オ ス ア トラク ター
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4.今 年度 のま とめ と今後 の展望

4.1今 年 度 の ま とめ

非言 語 的 な心 理 レベ ル の状 態 は、 ユー ザ ー が小 面 を見 て受 け る印 象 を シ ュ ロ スベ ル グ

パ ター ンで解 析 す る こ とが 出来 、生 理 レベル の状 態 は 、 身体 言 語 パ ラメー タで あ るカ オ

スア トラク ター か ら判 断 で き る ことが 分 った 。

っ ま り、 この2つ で も って観 察 で きる健康 現象 の 背 後 にあ る潜 在 機 能 系 を対 象 化 で き

るの で あ る。

そ して 、非 言 語 的 な心 理 状 態 に は 、内 因 的 感情 一状 況 反 応 的感 情 とい う階層 性 が あ り、

シュ ロ スベ ル グ パ タ ー ンに表 わ れ る。

カオ スア トラク タ ー も、 現象 の背 後 に あ る心 理 、生 理 レベ ル の状 態 を分 類 し、対 象 化

す る。

シュ ロ スベ ル グパ タ ー ンに よ る心 理 レベ ル の健 康 度 とカ オ スア トラ クター に よ る生 理

レベル の健 康 度 との関 係 を図4-1に 示 した。

生 理 レベ ルの異 常

(カ オ ス ア トラ ク ター の異 常)

大

、ノ

(皿) (1)

相対 的に生理 レベルの 生 理 、心 理 レベ ル の

健康度が低 い 健康度 が ともに低 い

生 理 、 心 理 レベ ルの 相対 的に心理 レベルの 心理
健康度 が と もに高い 健康度が低い (シ ュロスへ

(IV) (n)

大

心 理 レベ ルの異 常

(シュロスペルグ パ ターンの異 常)

小

図4-1カ オ スア トラ クター 、 シ ュ ロス ベ ル グ パ タ ー ンと心 理 レベ ル、生 理 レベ ル の

健 康 度 との関 係
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さ ら に、4つ の健 康 状 態(1～IV)と ユ ーザ ー の健 康 に対 す る意 識 、 そ れ らに対 応 し

た フ ィー ドバ ックの か け方 を表4-1に 示 した。

表4-1ユ ー ザ ー の健 康 度 と フ ィー ドバ ック回路 の か け方

ユ ー ザ ー が ユ ー ザ ー が 健康状態の
自分 の 自分の健康 判断 に占め る
健康状態を 状態を意識 MSの
意識 してい る して い な い 必要性

(1)生 理 、心 理 レベ ル の 回路1 回路n 大
健康度 がと もに低 い 回路H

(H)相 対的に心理 レベルの (回 路1) 回路n 大
健康度が低い 回路n

(皿)相 対 的に生理 レベルの 回路1 回路H 中
健康度が低い (回 路H)

(IV)生 理 、心 理 レベ ル の 回路1 回路1 小
健康度 がと もに高 い

回 路1:セ ル フ コ ン ト ロ ー ル の フ ィ ー ドバ ッ ク

回 路H:ア ドバ イ ザ ー に よ る フ ィ 一一ー ドバ ッ ク

():ユ ー ザ ー の 必 要 に 応 じ て 使 用 す る

カ オ ス ア トラ クタ ー に よ る判 断 は ユ ー ザー 自身 が ア クセ ス して 回路1に 、能 面(小 面)

に よ る判 断 は回 路llに 使 用 で きる。

(1)生 理 、心 理 レベ ル の健 康 度 が と もに低 い状 態 で 、 ユ ー ザ ー が 自分 の 健康 状 態 を意

識 して い な い時 に は回 路llに よ り学 習 し、意 識化 で き る よ うに な れ ば 回 路1を 使 う。

(ll)生 理 レベ ル よ り心 理 レベ ル の健 康 度 が 低 い場 合 に は、基 本 的 に 回 路llが 必 要 で あ

る。

(皿)心 理 レベ ル よ り生 理 レベ ルの 健 康 度 が低 い場 合 に は 、 回路llを 使 うこ とに よ り回

路1の 使 用 が可 能 と な る。

(IV)生 理 、心 理 レ ベ ル の健 康 度 が と もに高 い場 合 に は 、基 本 的 に 回路1で 十 分 で あ る。
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4.2今 後 の展 望

健 康 の 自 己管 理 モ デ ル にお け るデ ー タベ ー スを 「健 康 プ ロセ スデ ー タ ベー ス」 と仮称

す る。

その 中で 今年 度 構 築 した デ ー タベ ー ス{(A1)② 能 面 に よ る心理 レベ ルの 非言 語 的

表 現 、(A2)③ 脈 拍 の ゆ ら ぎに よ る生 理 レベ ル の デ ー タ}を さ らに熟 成 す るた め に健

康 な成 人 、子 供 、病 気 の状 態 に あ る成 人 、子 供 の デ ー タの収 集 を継続 す る。

さ らに、健 康 度 に応 じた 回路1、 回路llの フ ィー ドバ ックの か け方 、 そ のサ ポー トツ

ー ル を開発 して フ ィー ル ドワー クに か け る。 そ の1っ と して 、 回路nで は シュ ロス ベ ル

グパ ター ンや プ ライ マ リー ケ ア用 の テキ ス ト使用 を 、 回路1で は カ オ スア トラ クタ ー の

デ ー タ を整 備す る。

また、 健 康 プ ロセ スデ ー タベ ー スの な かで 、訴 え やRatingScaleな どの言 語 表 現

{(A1)①}と 検 査 デ ー タ{(A2)④}に っ いて は、 す で に使 用 され て い る もの を

使 用す る ことを考 え て い る。

個 人 の生 活 ・健康 特 性{(B)}に っ い て は、 まず(A1)② 能面 に よ る心 理 レベ ル

の非言 語 的表 現 、(A2)③ 脈 拍 の ゆ らぎに よ る生 理 レベ ル のデ ー タを蓄 積 し、 フ ィー

ル ドワー クにか け る予 定 で あ る。
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5.あ とが き 一 「ホ ロ ニ ックナ ー シ ング」 の必 要性 と可 能 性 一

現在、医療 は困難 な局面 をむかえている。

医療機器 の高 度化 と医薬分離の体制 によ り 「役 に立たない医者 」が多 く産 み出 される

ことになった。

21世 紀 を迎 えるにあた って医者 の生 き残 り競走 はます ます激 しくな って きてい る。

医者が本来 の姿 を取 り戻す な ら国民 は医者 を必要 とし続 けるであろ う。

では、本来 の姿 とは どのよ うな ものであろ うか。

医者 は患者 の病気が何 であ るかを判断 し、治療 し、患者を社会復帰 させ ることを 目的

とす る。 この過程 は、病気 とい う個 人的、社会的な現象の意味論 的情報 の網 目のなかで、

ひ とっの意味 的関連性 を発見 し、健康 な意味的情 報体系 に患者を戻す情報過程 であ ると

い うことがで きる。

とすれば、病気診断一 っを とって もエキ スパー トシステムの よ うな情報 の意 味を切 り

離す ことを前提 に設計 された システムで は、 この ような意味的関連性 をそ もそ も抜 き出

す ことが不 可能 であ る。

古来 「名医」 とは、視 診 と触診 や五感 のみによ り意味的関連性 を抜 き出せ る医者 を意

味 して きたのであ る。

す なわ ち、現 在の医療 体制 においては、む しろ看護者 のほ うが患者 の意味情報 を見抜

くのに優れてい ると言わ ざるをえない。

このよ うな現状 において、21世 紀 をに らんだ新たな医療 データベースを模索す るな

らば、 ホロニ ックな情報技術 に立脚 したナー シング的なデータベー スを指向す ることに

なるで あろ う。

現在 の健康へ の対処 は 「ゆ らぎ」 に抗 らい、外界か らの変化 を避 けよ うとす る。 ホロ

ニックな健康の 目標 は、身体 が 「ゆ らぎ」 に うま く順応す るよ う工夫す ることであ る。

本事業が 目指 して いる ものはまさにこのよ うな ものであ る。

本年度 は、ホ ロニ ックナー シングのための基礎 的デー タに関 して非常 に大 きい具 体的

成 果が得 られた。

すなわち、能面調査 による非言語的表現 データと脈拍 のデー タか ら得 られた カオスア

トラクターによる心身状態 の分類で ある。

後者 は身体言語パ ラメータのひとつであ り、ユーザー自身が アクセス して ブイー ドバ

ックす る回路 に、前者 はア ドバイザー系か らのブイー ドバ ックを与 える回路 に使用す る
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ことが可能 であ る。

専門的な見地 か らすれ ば特 に後者 にっ いて本事業 で得 られた成 果は世界的な レベルの

研究 に達 してお り、新発見の ひとっで ある。

本年度の事業 の進展 によ り、 ホロニ ックナー シ ングのた めの新 しいデー タベー スに実

用化の 目途 がついた ことで、今後の研究開発 にさ らに拍車 をかけ ることが出来 ると期待

している。
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